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"見

五凶

「
吋
別
争
志
向
の
い
畑
仕
岡
京
」
の
諸
特
徴

結
論
日
細
川
仕
同
家
の
「
門
編
」
と
そ
の
市
川
論
的
合
意

ーふ
i師

は
じ
め
に

本

稿

は

シ

ワ

l
ズ

「
構
成
・
戦
略
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
茶
づ
く
現
代
福
相
国
家
分
析
」

の
第
一
論
?
人
に
依
田
付
け
ら
れ
る
。
本
稿
の
円

的
は
、
構
成
・
戦
時
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
た
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
の
変
容
を
捉
、
λ
る
た
め
の
分
析
枠
組
(
通
時

比
較
の
た
め
の
段
階
論
)
を
提
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
構
成
・
戦
略
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
構
成
↓
丁
義
的
姐
角
に
依
拠
し
、
構
造

と
主
体
の
相
互
作
用
(
共
時
的
お
よ
び
通
時
的
)

に
お
け
る
ア
イ
デ
ア
の
二
つ
の
役
訓
に
、
け
円
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
指
す
ロ
第
一
論
文
(
加

で
が
し
た
よ
う
に
、
現
代
福
祉
同
一
本
論
は
、
①
そ
の
特
徴
把
握
お
よ
び
③
助
態
の
市
明
と
い
う
一
つ
の
出
論
的
課
題
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
c

そ
し
て
、
福
祉
問
不
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
「
稿
制
国
家
と
は
何
か
」
を
定
義
づ
け
た
上
で
、
あ
る
段
階
に

藤
一

C
C
八
)

お
け
る
「
特
徴
」
と
別
の
段
階
に
お
け
る
「
特
徴
」
を
比
較
す
る
こ
と
(
通
時
比
較
)
、
お
よ
び
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
各
同
の
「
特

叫
同
(
多
総
性
)
」
を
捉
え
る
こ
と

(
共
時
比
較
)

が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
福
祉
川
家
と
は
判
か
を
定
義
づ
け
た
上
で
、
構
成
・
戦
略

論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
た
通
時
比
較
の
た
め
の
分
析
枠
組
を
徒
出
す
る
。
本
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、

ア
イ
デ
ア
的
要
因
を

重
視
す
る
点
に
あ
る
c

従
っ
て
、
福
相
国
牟
の
特
徴
把
併
と
い
う
論
円
、
に
闘
し
て
、
そ
の
実
体
的
・
制
度
的
側
而
だ
け
で
な
く
理
念
的
側
而

も
重
机
し
、
そ
の
政
治
的
基
幣
を
考
睡
し
た
分
析
枠
組
を
提
問
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
本
稿
の
課
題
は
政
治

経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
の
史
容
を
捉
え
る
た
め
の
分
析
枠
組
の
提
示
(
段
階
論
)

に
あ
り
、
芥
段
階
に
お
け
る
多
総
件
を
把
握
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す
る
た
め
の
分
析
枠
組
で
あ
る
類
型
論
に
つ
い
て
は
第
二
論
文
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
一
円
及
し
な
い
。
段
階
論
に
関
し

て
検
討
き
れ
る
べ
き
論
点
は
、
福
祉
凶
家
を
取
り
巻
く
諸
環
境
・
諸
恭
盤
の
変
化
の
帰
結
を
ど
、
っ
一
計
何
す
る
か

(
す
な
わ
ち
、
制
祉
同
家
か

ら
の
「
離
脱
」
か
、

そ
れ
と
も
福
祉
凶
家
の
「
再
編
」
も
し
く
は
「
持
続
」
か
)
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ
の
間
い
に
対
し
て

説
得
的
な
解
仲
人
け
を
示
す
こ
と
を
リ
指
し
て
い
る
c

本
稿
の
構
成
は
、
以
ド
t

の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
村
祉
凶
家
を
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
定
義
づ
け
る

(
第
一
節
)
。
そ
し
て
、
戦
後

の
経
済
成
長
を
1
4
え
た
福
祉
同
家
を
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
(
第
二
節
)
。
続
い
て
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
す
協
業
社
会
へ
の
移
行
ー
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
川
家
が
直
而
し
た
二
つ
の
変
粁
圧
力
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
検
討
す
る
(
第
一
節
)

f

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
球
続
の
変
化
を
受
け
て
変
容
を
遂
げ
た
現
在
に
お
け
る
福
祉
問
訴
を
「
説

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

争
志
向
の
何
祉
凶
家
」
と
し
て
拠
え
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る

家
の
変
存
が
、
倍
付
国
家
の

(
第
五
日
即
)
コ

(
第
凶
節
)
。
最
後
に
、
こ
の
政
治
経
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
団

「
再
編
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
本
一
相
の
主
張
の
理
論
的
合
意
を
検
討
す
る

「
福
祉
国
家
の
定
義
」
再
考

本
節
で
は
、
倍
付
国
家
を
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
る
研
究
を
手
が
か
り
に
、
本
稿
に
お
け
る
愉
付
同
家
の
定
売
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
そ
の
一
般
的
な
合
意
を
検
討
す
る
。

(河

ω宝
石
吋
ン
ヨ
E
2
ω
の

コ

]

沼

市

山

(

)

)

意
味
す
る
か
に
は
、
大
き
く
分
け
て
一
一
つ
の
考
え
ん
が
存
十
社
す
る
。

エ
ス
ピ
ン
ア
シ
デ
ル
セ
ン
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
「
福
祉
凶
家
」
と
い
う
タ

I
ム
が
何
を

そ
も
そ
も
、

一
方
は
、
国
家
が
提
供
す
る
狭
義
の
社
会
政
策
(
所
得
移
転
プ
ロ
グ
ラ

ム
ゃ
社
会
サ
ー
ビ
ス
供
給
な
ど

に
引

U
し
、
他
右
は
、
広
く
政
治
経
治
ン
ス
テ
ム
を
指
す
も
の
と
捉
え
る
ロ
本
稿
は
、
政
治
、
午
的
な
観
占

北法以)(1-3):;



"見

に
某
づ
き
、
先
進
諸
国
の
政
治
経
済
秩
序
の
特
徴
を
把
射
し
、
そ
の
動
態
を
説
明
す
る
と
い
う

H
的
か
ら
、
後
者
の
姐
角
(
政
治
経
済
、
ン
ス

テ
ム
と
し
て
の
価
制
国
家
)

を
採
用
す
る
。

つ
ま
り
、
制
什
同
家
を
、
政
治
(
国
家
)

経
済
(
巾
場
)

牡
会
(
山
川
氏
牡
会
)

の
同
有
な

|七y士60(l・4)4

ーふ
i師

編
成
形
態
と
考
え
る
「

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
相
国
家
の
特
僚
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
じ
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
福
祉
国
家
で
は
な
い
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
の
た
異
を
本
え
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

卜
記
の
二
領
域
の
同
刊
行
関
係
そ
れ

自
休
は
、
と
の
暦
山
的
発
展
段
階
に
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
福
祉
同
家
」
と
い
う
段
階
に
固
有
の
編
成
形
態
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
闘
し
て
、
研
究
者
の
闘
で
は
、

そ
の
起
源
を

九
位
紀
末
か
ら
二
心
世
紀
初
頭
と
考
え
、
第
一
次
世
凶
作
大
戦
絞

に
碓
げ
し
た
凶
有
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
挺
え
る
こ
と
に
コ
シ
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
(
の
『
門

2
2
2ヨ

-3])c
す
な
わ
ち
、
「
福
制
国
家
」

は、

4

口
通
選
挙
制
の
耐
性
i

げ
に
よ
り
諸
要
求
の
表
問
が
則
能
と
な
っ
た
状
川
上
で
、

レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
的
な
資
本
主
義
経
済
の
も
と
で
は

l
分

な
社
会
的
内
止
す
叫
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
摩
業
化
・
近
代
化
の
進
展
の
結
果
、
家
族
や
山
川
氏
社
会
に
よ
り
負
組
さ
れ
て
い
た
福
祉

機
能
が
十
分
に
徒
伐
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
前
提
ー
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
代
替
・
補
完
す
る
た
め
、
川
家
が
諸
領
域
へ
積
極
的
な
介
入
を
行

つ
ま
り
、
指
祉
川
門
家
は
、
白
由
民
、
杢
T
義
体
制
を
前
従
と
し
て
、
資
本
主
義
経
済
が
発
展
し
、
崖
業
化
・
近
代
化

う
と
い
う
形
態
を
と
る
仁

が
進
展
し
た
段
階
に
特
徴
的
な
経
済
・
社
会
領
域
へ
の
介
入
形
態
を
指
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
愉
付
同
家
は
、
と
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
υ

以
ド
で
は
、
福
相
囲
気
を
政
治
経

つ
ご

済
シ
ス
テ
ム
ー
と
し
て
捉
え
る
先
行
緋
究
を
予
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
定
義
を
提
が
す
る
。
例
え
ば
、
田
川
は
、
戦
後
の
安
定
的

な
政
治
経
済
、
ン
ス
テ
ム
で
あ
る

「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
税
制
国
家
」
に
関
す
る
論
主
集
の
序
論
で
、
「
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
」
と
「
福
祉
川
門
家
」
に

分
け
て
以
「
の
よ
う
に
完
走
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
イ
、
〆
ス
主
義
と
は
「
政
府
の
公
共
l
え
出
に
よ
る
ム
引
効
需
要
の
創
出
政
策
、
な
い
し
は
政

府
の
総
需
安
管
制
押
に
よ
る
、
市
場
関
係
を
通
じ
て
の
、

M
M
尚
生
日
の
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ン
ス
テ
ム
」
を
意
味
し
、
価
制
因
不
と
は
「
労



働
者
階
級
の
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
同
格
化
を
巾
枚
に
し
て
形
成
さ
れ
、
ん
+
凶
民
的
な
広
義
の
社
会
保
障
制
度
を
不
可
欠
の
構
成
要
素

と
す
る
、
現
在
資
本
王
義
に
特
般
的
な
凶
家
と
経
済
と
社
会
の
関
係
を
表
現
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
(
出
川

一
九
八
九
、
一
川
一
立
頁
)
。

ミ
シ
ユ
ラ
は
、

J
L
八
工
用
用
政
策
や
社
会
福
相
叶

l
ピ
ス
な
と
、
市
坊
経
済
に
お
け
る
諸
介
入
を
通
じ
て
、
市
民
の
福
祉
に
責
任
を
持
っ
と

考
え
ら
れ
る
白
由
↓
丁
義
国
家
」
と
定
義
す
る

栄
す
る
資
本
主
義
市
場
経
済
、

(Z-己
4
2
}
沼市
whF
円

Z
乙
c

ト
ル

7

f
ン
グ
は
、

お
よ
び
統
台
さ
れ
た
山
氏
社
会
を
、
点
水
準
の
富
・
福
祉
・
社
会
的
訓
和
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
歴
史

般
的
に
「
社
会
的
な
責
任
あ
る
凶
家
、
繁

よ
り
具
体
的
に
は
、
現
代
福
祉
同
家
を
国
家
・
経
済
・
市
民
紅
会
の
特
微
的
な
長
ム
口
形
態

と
い
う
観
点
か
ら
、
「
ケ
イ
ン
ズ
王
義
経
治
的
な
同
家
介
入
、
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
な
妥
協
お
よ
び
ベ
ヴ
7
リ
ッ
ジ
的
な
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
結
合
」

的
ブ
ロ

y
ク
へ
と
接
合
し
た
も
の
」
と
定
義
し
、

と
す
る

(↓c
「『】己ぬ]沼市
V

∞
ロ
]
E
E
T

ま
た
、
小
野
は
、
「
経
治
過
程
の
コ
ソ
〆
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
り
経
し
叶
成
長
を
実
現
し
、
川
町
に
そ
れ
を

国
家
を
通
じ
て
再
一
分
配
す
る
こ
と
に
よ
り
「
国
民
か
ら
の
支
持
調
達
」
を
来
た
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
す
る
(
小
野
二

0
0
0
、
工
八
五
頁
)
。

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

こ
こ
で
紺
介
し
た
先
行
研
究
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
信
相
国
家
が
経
泊
・
社
会
過
程
へ
の
介
入
を
伴
、
つ
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
指
す

と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
以
ぃ
i

の
よ
う
に
定
義
す
る
。
福
祉
凶
家
と
は
、
凶
家
が
経
済
過
程
に
介
入
し
、

経
済
成
長
と
一
雇
用
を
支
現

L
、
公
共
政
策
に
よ
る
山
口
分
配
を
通
じ
て
、
山
氏
に
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
統
ム
門
を
阿
る
政
治
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
指
す
。
こ
の
定
義
は
、
以
ド
t

の
こ
と
を
小
峻
す
る
。
第
一
に
、
福
相
国
家
は
、

上
述
の
よ
う
に
、
判
定
の
歴
史
的
発
展
段
階

に
同
有
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
制
付
同
家
は
、
白
山
氏
、
土
+
主
流
体
制
と
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
て
、
川
家
に
よ
る

経
済
・
社
会
政
策
領
域
へ
の
介
入
に
よ
っ
一
て
政
治
的
統
合
を
凶
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
第
一
に
、
福
祉
川
家
は
環
境
依
有
的
で
あ

り
、
出
時
々
な
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
c

一
丙
い
換
、
λ
れ
ば
、
山
柱
凶
・
社
会
政
策
領
域
へ
の
介
人
が
亘
要
な
構
成
要
素
と
な
る
が
、
経
済
・
社
会
シ

北法以)11日)i}

ス
テ
ム
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
た
め
、
相
祉
川
家
の
形
態
も
多
様
性
を
小
す
っ
よ
っ
て
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
相
祉
川
家
が
依
拠

し
て
い
る
具
休
的
な
特
微
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
そ
し
て
、
第
三
に
、
福
祉
川
家
を
構
成
す
る
政
策
は
、
単
に
狭
義
の
社
会
政
策
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(
例
え
ば
、
年
金
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

だ
け
で
な
く
、
幅
IU
い
政
策
(
例
え
ば
、
経
済
政
策
・
労
働
市
場
政
仮
な
ど
)

を
九
円
む
っ
そ
の
た
め
、
第
四
に
、
ど
の
よ
う
な
政
策
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
市
民
に
社
会
的
保
一
設
を
提
供
し
た
か
を
総
合
的
に
分
析
す
る
必

ーふ
i師

要
が
あ
る
。
諸
政
策
の
聞
に
あ
る
機
能
的
等
価
性
や
代
替
性
を
川
処
と
す
る
と
、

H
杭
達
成
の
た
め
の
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
政
策
ミ
ソ
ク
ス

が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
c

つ
ま
り
、
「
政
府
は
、
リ
探
達
成
の
た
め
多
憾
な
ず
段
を
持
つ
」
と
い
え
る

富

山

内

庁

2
N
G
(
)
印守三
ω
ロ
)
心
以

上
の
こ
と
か
ら
、
福
祉
凶
家
は
、
あ
る
段
階
と
別
の
段
階
に
お
い
て
た
吹
が
あ
り
、
ま
た
共
通
の
段
階
に
お
い
て
も
多
様
性
を
持
つ
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
っ
従
っ
て
、
第
一
論
丈
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
信
相
国
家
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
通
時
比
較
の
た
め
の
段
階
論
と
共

時
比
較
の
た
め
の
類

m論
が
必
要
ー
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
前
者
の
論
点
を
検
討
す
る
。
以
下
で
は
、
こ
の

「
政
治
経
治
ン
ス
テ
ム
ー
と
し
て
の

福
祉
凶
家
」

の
定
義
を
前
提
と
し
て
、
戦
終
の
安
定
的
な
経
済
成
長
を
支
え
た
段
陪
の
引
徴
お
よ
び
現
代
に
お
け
る
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

「
ケ
イ
ン
ズ
、
五
義
的
福
引
同
家
」

の
諸
特
徴

卜
記
の
定
義
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
福
祉
国
家
は
、
判
定
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
お
け
る
経
済
・
社
会
環
境
に
対
泌
す
る
形
で
、

そ
れ
ぞ

れ
性
格
が
異
な
る
と
い
う
時
間
性
を
有
し
て
い
る
)
そ
れ
で
は
、
ま
ず
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
安
定
的
な
経
済
成
長
を
よ
え
た
い
伯
祉
同
家
の

そ
れ
が
依
拠
す
る
諸
基
盤
お
よ
び
政
策
形
態
か
ら
轄
理
す
る
こ
と
が

特
徴
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ー
的
祉
問
家
の
段
階
的
特
徴
は
、

で
き
る
c

川
苫
は
国
際
・

一
一
同
レ
ベ
ル
の
経
済
・
社
会
的
基
幣
お
よ
び
政
治
的
基
盤
に
凶
分
で
き
、
後
者
は
経
済
政
策
お
よ
び
朴
会
政
策
に

区
分
で
き
る
。
本
節
で
は
、
戦
後
の
公
定
的
な
経
済
成
長
を
l
え
え
た
制
祉
同
ま
が
、
経
済
社
会
レ
ベ
ル
で
は
、

ラ
ギ
ー
が
指
摘
す
る
「
埋

め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
や
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
が
指
摘
す
る
「
ブ
ォ

l
f
イ
ズ
ム
的
目
住
民
総
式
」
を
慕
礎
と
し
て
、
政
治
レ
ベ
ル

|七y士60(l・6)6



で
は
、
階
級
・
政
党
政
治
に
お
け
る
労
使
和
解
を
川
提
と
し
た
経
済
成
長
へ
の
コ
ン
セ
、
〆
サ
ス
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
碍
認
す
る
つ
そ
し

て
、
そ
の
政
治
的
特
徽
は
、
マ
ク
ロ
需
山
正
管
料
政
策
(
経
済
)
お
よ
び
安
定
的
な
隈
用
・
家
族
形
態
を
前
提
と
し
た
脱
商
品
化
政
策
(
社
会
)

に
整
理
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
段
階
の
福
祉
凶
家
を
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
相
国
家
」
と
似
え
る
。

ま
ず
、
国
際
的
な
経
済
・
社
会
的
基
盤
か
ら
検
討
す
る
c

(
百
戸
】
語
】
の

-
m
x
b
N
)

は
、
レ
ッ
セ

7
L
l
ル
的
な
白
山
枚
粁
型
市
場
経

フ

ギ

よ
河
へ
の
動
向
は
社
会
か
ら
の
対
抗
件
ハ
バ
(
川
家
な
ど
を
通
じ
た
市
場
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ル
圧
力
を
引
き
起
こ
す
な
ど
)

に
直
而
す
る
と
い
う

副大
転
換
」
に
お
け
る
ポ
ラ
ン
一
一
!
の
「
一
重
一
連
動
」

の
概
念
に
依
拠
し
て
、
出
帆
附
則
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
経
済
秩
序
の
浸
透

を
分
析
す
る
。
そ
の
巾
で
、
彼
は
、
凶
内
レ
ベ
ル
に
お
け
る
同
家
牡
会
関
係
に
関
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
が
国
際
レ
ベ
ル
に
も
以
映
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
ロ

つ
ま
り
、
社
会
保
障
と
経
凶
安
定
件
に
刻
し
て
、
政
府
が
よ
り
直
長
的
な
責
任
を
持
つ
と
い
う
川
内
レ
ベ
ル

の
コ
ン
七
、
〆
サ
ス
が
、
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
を
通
じ
て
、
か
什
凶
聞
で
広
く
受
容
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
川
レ
ベ
ル
の
介
入
を
可
能

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

に
す
る
多
川
問
、
土
義
に
基
づ
く
国
際
経
治
レ
ジ
ー
ム
の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
υ

こ
れ
に
よ
っ
て
、
排
他
的
な
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
国
際
白
山
主
義
体
制
ー
と
い
う
阿
極
の
靴
作
品
辛
口
に
陥
る
こ
と
な
く
、
多
問
問
の
協
力
に
基
づ
く
肉
由
貿
易
体
制
を
形
成
・
維
持
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
存
国
の
繁
栄
を
リ
指
し
、
ま
た
、
国
際
経
済
に
よ
り
も
た
‘
わ
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、

国
レ
ベ
ル
で
の
は
れ
会
的
保
護

を
一
川
能
と
す
る
政
策
介
入
の
余
地
を
に
J

え
る
「
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
つ

H
ハ
体
的
に
は
、
国
際
通
貨
取
引

に
関
し
て

I
M
F
が
形
成
さ
れ
、
国
際
貿
易
に
関
し
て

G
A
T
T
が
形
成
き
れ
た

(
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
休
制
)
υ

こ
の
「
坪
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
ワ
ス
ム
」
は
、
凶
ム
引
の
経
済
編
成
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

こ
こ
で
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
は
、
戦
後
の
経
済
編
成
の
特
徴
を
考
え
る
上
で
、
有
益
な
手
が
か
り
を
守
、
λ
て
く
れ
る

例
え
ば
、
山
川

北法以)(1-7)7

一C
C
八

ボ
ワ
イ
エ

九
九
。

一0
0七
な
と
)
っ
市
場
の
安
定
件
や
4

ロ
適
性
を
削
提
と

九
九

一
九
九
州

a

一
九
九
四
b

し
て
、
合
理
的
個
人
に
よ
る
「
均
衡
」
に
、
同

U
す
る
新
市
典
派
経
済
学
に
対
し
て
、

レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
w
」
ナ
派
は
、
市
場
が
必
ず
し
も
安
疋
的
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で
は
な
く
矛
盾
を
合
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
邦
制
度
を
通
じ
た
「
訓
整
」
に
よ
っ
て
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
山
口
生
産
ヤ
一
時
的
な
安
定
性
が

ーふ
i師

と
し
て
、
資
本
、
土
義
の
多
様
性
・

4
変
件
・
時
間
性
・
空
間
性
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
c

ま
ず
、

レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
は
、
賃
労
働

|七y士60(l・8)8

も
た
ら
き
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
つ
従
っ
て
、
あ
る
特
定
の
経
済
蝶
境
に
お
け
る
凶
有
の
経
済
牡
会
的
な
制
度
関
係
に
埋
め
込
ま
れ
た
も
の

関
係
、
貨
幣
形
態
、
説
争
形
態
、
国
家
形
態
、

お
よ
び
川
際
体
制
な
ど
の
諸
制
度
形
態
に
山
円
し
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
の
結
び
つ
き
か
ら
、

マ
ク
日
経
済
的
連
関
を
-
小
す
「
蓄
積
体
制
」
と
そ
の
蓄
積
休
制
が
再
牛
産
さ
れ
て
い
く
ゲ

l
ム
の
ル

l
ル
を
小
す
「
調
整
体
式
」
を
特
定
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
組
合
せ
か
ら
、
川
山
ム
刊
の
経
済
編
成
を
「
発
展
様
式
」
と
し
て
特
徴
付
け
る
υ

彼
ら
は
、
戦
後
の
経
済
成
長
を
支

え
た
発
展
版
式
を
、
生
産
性
卜
討
に
依
拠
し
た
「
内
包
的
蓄
積
体
制
」
と
市
場
外
的
な
訓
轄
に
依
拠
し
た
「
独
占
的
調
整
隊
式
」
か
ら
構
成

さ
れ
る
「
7
4
l
デ
イ
ズ
ム
」
的
発
展
様
式
と
す
る
c

本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
白
は
、

フ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
固
ム
引
の
経
済
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
諸
某
盤
で
あ
る
つ

ブ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム

的
発
展
様
れ
ん
は
、
中
熟
練
労
働
者
に
よ
る
大
H
E
生
産
に
某
づ
き
、
規
模
の
経
泊
に
よ
る
生
産
性
上
討
を
実
現
し
、
そ
れ
を
賃
金
の
上
昇
と
い

う
形
で
労
働
苫
に
還
川
し
、
賃
金
の
上
昇
し
た
労
働
有
が
大
量
消
費
を
支
え
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
投
資
と
需
要
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
促
肝

凶
全
体
が
成
長
し
て
い
く
と
い
う
経
済
成
長
に
闘
す
る

H
の
循
環
の
椛
1
4
に
成
功
し
た
c

そ
し
て
、
こ
の
循
環
を
可
能
に
し
た
重
要
な
基
探

と
し
て
、
ま
ず
第
に
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
と
し
て
、
生
産
性
イ
ン
デ
ソ
ク
ス
賃
金
の
導
入
と
テ
ー
ラ
ー
主
義
の
受
容
と
い
う
労
使
間
の
妥
協

が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、

よ
り
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
と
し
て
、
集
権
的
労
使
が
ん
渉
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
什
在
、

お
よ
び
ブ
レ
ー
ン
ウ
ツ
ズ
体
制
を

背
景
と
し
て
叶
能
と
な
っ
た
福
相
国
家
の
諸
政
策
が
挙
げ
ら
れ
る
c

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
経
済
成
長
の
成
果
を
仏
く
国
内
全
体
へ
と
波
及
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
c

つ
ま
り
、

ブ
ォ

i
一
ア
イ
ズ
ム
は
、
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
い
う
国
際
経
済
体
制
を
前
提
と
し

て
、
牛
産
性
上
昇
に
関
す
る
労
使
間
妥
協
に
依
拠
し
、
大
H
E
生
産
大
孟
消
費
を
基
盤
と
し
た
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
し
、
園
内
に
そ

の
果
実
を
広
め
る
と
い
、
つ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
ロ



そ
し
て

よ
り
重
要
な
点
と
し
て

フ
ォ

l
デ
f
ズ
ム
を
l
え
え
て
い
た
政
治
レ
ベ
ル
で
の
諸
基
盤
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

も
、
階
級
政
治
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
政
党
政
治
レ
ベ
ル
で
も
、
経
済
成
長
お
よ
び
そ
の
分
配
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
き
れ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、

フ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
に
基
づ
く
正
の
経
済
循
環
を
維
持
す
る
た
め
、
で
要
な
政
党
問
で
、
所
得
内
分
配
や
布
製
管
理
ー
と
い
う
下

白
'
に
関
し
て
合
窓
が
生
ま
れ
、
経
済
成
長
を
実
現
し
、
そ
の
果
実
を
配
分
す
る
こ
と
に
よ
る
支
持
調
達
の
実
現
と
い
う
安
定
的
な
政
治
的
サ

イ
ケ
ル
が
完
成
し
た
。

つ
ま
り
、
政
治
レ
ベ
ル
で
の
対
吹
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
か
と
い
う
っ
賞
」

の
争
白
'
で

は
な
く
、

M
U
凶
成
長
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
内
に
お
け
る
分
配
の
あ
り
ん
と
い
う
「
科
長
」

の
予
点
を
め
ぐ
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
υ

こ

こ
に
お
い
て
、
「
財
政
之
出
に
「
所
得
再
分
配
」
ー
と
「
総
需
要
特
理
」

の
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
国
民
か
ら
の
支
持
調
達
」
と

「
経
済
過
程
の
コ
ン
ト
ロ
ル
」
と
い
う
一
つ
の
機
能
を
同
時
に
達
成
す
る
」
(
小
野
二

0
0
0、

ti 
) 

と
い
う
福
相
図
説
の
政
治
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
の
安
定
的
な
経
済
成
長
を
支
え
て
い
た
福
祉
国
家
は
、
(
将
一
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
お
よ
び
②
フ
ォ

l
デ
イ

ズ
ム
的
発
展
様
式
を
前
提
ー
と
し
て
、
③
階
級
・
政
党
政
治
レ
ベ
ル
に
お
け
る
労
使
同
の
妥
協
に
基
づ
く
経
済
成
長
お
よ
び
そ
の
分
配
へ
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
と
い
う
諸
基
盤
に
依
拠
し
て
い
た
と
撃
用
で
き
る
よ
ぞ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
基
盤
を
結
び
つ
け
、
正
の
循
環
を
碓
I

止
す
る
た
め
、

経
済
政
策
の
特
徴
は
、
経
一
括
成
長
を
実
現
し
完
全
府
用
を
達
成
す
る
た
め
の
総
需
要
管
理
を
巾
心
と
し
た
マ
ク
口
市
要
管
理
政
策
と
な
り
、

社
会
政
策
の
特
徴
は
、
経
治
成
長
の
果
実
を
囲
内
に
分
配
す
る
た
め
の
諸
政
策
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
コ
重
要
な
点
は
、
経
凶
政

策
を
通
じ
て
支
現
さ
れ
る
一
雇
用
の
安
ど
性
お
よ
び
核
家
放
と
い
う
家
放
形
態
を
前
提
ー
と
し
て
、
狭
義
の
社
会
政
策
は
、
男
性
禄
得
者
の
房
用

を
通
じ
た
経
済
的
保
障
が
な
さ
れ
な
い
(
つ
ま
り
、
高
齢
、
失
業
、
長
病
な
と
)
場
合
に
重
占
が
情
か
れ
、
与
丁
に
所
初
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
(
脱
商
品
化
政
策
)
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
点
に
あ
る
(
福
付
国
家
の
黄
金
時
代
の
社
会
政
依
形
態
の
整
理
に
闘
し
で
は
、
守
口

ω
E

E
ι
r
E
Z
E
E
N
C
C戸
E
C
E
E
N
C
3
4
も
山
手
間
一
)
ロ
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
か
ら
構
成
さ
れ
る
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福

北法以)(1-9)り



l此

判
例
記
d

在
、
先
わ
研
究
に
な
ら
い
「
ケ
イ
、
ペ
ス
主
義
的
阿
川
村
凶
不
」
と
捉
え
る
(
凶

ー
多
阿
川
、
。

。
}附

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
日
官
祉
直
一
本
が
、
経
済
成
長
の
川
力
削
環
を
実
現
?
一
9
7
《
と

い
う
経
済
的
制
限
多
持
つ
だ
け
む
な
く
、

公
共
政
策
に
上
る
存
分
配
を
通
じ
た
与

ムか

5
の
よ
八
引
用
い
シ
い
、
勺
一
北
統
化
百
一
恥
じ
よ
っ
℃
ム
ス
ム
判
一
A
も
士
会
一
回
る
こ
い
ろ
政
治
的
関

回
会
一
持
つ
と
い
う
点
に
あ
る
つ

制
判
同
京

経
J
J
M
P
W
な
刈
4
t
μ
i
だ
け

コニ

で
は
公
ノ
¥
政
活
的
な
品
川
い
む
に
も
依
拠
、
戸
、
い
る
の
ご
や
め
る
。
ま
丈
注
さ
す
べ

き
山
、
は
、
本
一
稿
の
問
中
河
は
ケ
イ
ン
ズ

に
お
け
る
U

ん
と
烹
の

人
門

d
f一1
〕

な
い
こ
と
で
あ
る
一
む
し
ろ
、

i
川止の

E
義
が
一
不
峻

L
て
い
る
よ
う
に
、
月
初
守
透

成
の
た
め
の
多
駄
な
政
策
手
段
が
作
自

L
f、
お
り
、

ケ
「
ン
ズ
王
弐
段
階
、
ノ

い
う
比
一
桂
の
傾
向
町
中
で
、
特
[
ぺ
は
多
様
性
守
一
ボ
ず
と
v
C
J
f
h
れ
る
。
:
れ
ら
の

斗
パ
通
の
段
併
に

の
把
握
(
煩
型
諭
)
は
、
第
三
ヘ
一
川
r
止
の
設
題
で
あ
る

こ
の
ケ
イ
ン
マ
八
王
義
的
福
祉
国
家
は
、
札
的
環
境
の
変
化
お
よ
び
自
ら
の
ぷ
功

に
上
~
一
亡
、
ん
き
な
法
び
!
力
ド
出
百
万
三
こ
と
に
な
7

4

J

次
節
ご
は
、
一
つ
の

波
容
圧
力
と
し
て
、

の
グ
ゴ
i

ハ
比
三
の
進
展
h
y

ド
ス
ト
足
業
化
へ
の
(
略
行

に
t
る
イ
ン
ハ
ク
ト
と
そ
の
帰
結
奇
与
え
る
ロ

どうイシズ:五義l:r;)tiJJ制l封家、
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二
つ
の
変
容
圧
力
の
イ
ン
パ
ク
ト
ー
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
ー

一
九
七

0
年
代
以
降
、
政
治
経
済
、
ン
ス
テ
ム
ー
と
し
て
の
福
祉
凶
家
は
様
々
な
変
容
川
力
に
同
面
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
変
容
川
力
を
、

福
祉
凶
家
に
外
生
的
な
要
因
で
あ
る
経
治
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
内
生
的
な
要
因
で
あ
る
ポ
ス
ト
一
虚
業
社
会
へ
の
移
行
に
分
類
し
た
上

で
、
先
行
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
↓
丁
義
的
福
祉
凶
家
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
る
。
日
日
紅
よ
河
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
民
に
関
し

て
は
、
同
按
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
学
術
的
評
何
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

そ
の
理
念
的
側
山
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
重
要

性
を
指
摘
す
る
。
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、
「
剥
し
い
社
会
的
リ
ス
ク
」
を
も
た
ら
し
、
福
剖
国
家
の
変
容
の
王
要
因
ー
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
政
治
的
合
意
を
検
討
す
る
じ
そ
し
て
、
最
後
に
、
ケ
イ
ン
ズ
土
義
的
指
判
図
説
の
諸
特
徴

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

(
二
変
容
川
力
心
べ
壮
悩
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

七
つ
午
代
以
降
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
進
反
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
c

ブ
レ
ト
ン
ウ

y
ズ
体
制
の
崩
壊
以
降
、
先
進

諸
問
は
、
資
本
移
動
の
白
同
化
、
生
産
体
制
の
同
際
化
、

お
よ
び
国
際
貿
易
競
争
の
激
化
な
ど
の
新
た
な
同
際
経
済
城
崎
に
北
岡
山
す
る
こ
と

に
な
っ
た
コ
こ
れ
ら
は
福
祉
同
家
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ー
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
福
祉
川
家
の
関
係

に
つ
い
て
整
理
す
る
c

例
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
福
祉
国
家
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
比
較
分
析
し
た
論
文
集
で
、
編
者
の
パ
リ
エ

l
ル

ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
福
相
図
説
に
闘
す
る
占
丁
要
な
パ

i
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
以
卜
の
立
場
を
紹
介
す
る

(
司
山
一

-E
。
丹
口
一

ω
C
C
}
)
じ

す
な
わ
ち
、
第
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
市
場
経
凶
の
優
越
を
通
じ
て
福
祉
国
家
般
に
大
き
な
イ
、
〆
パ
ケ
ト
を
も
た
ら
す
と
拠
え
る
I
叶

V

士劫、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
倍
付
国
家
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
と
捉
え
る
立
場
、
第
一
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
福
祉
国
家
に
イ

第
二
に
、

北法以l!l.jj)ll



"見

ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
ら
の
効
果
は
制
度
構
造
ヤ
政
策
対
応
に
よ
り
奴
介
さ
れ
る
と
す
る
マ
場
で
あ
る
つ
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
彼

ら
は
、
第
凶
の
立
場
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
多
一
川
性
(
芥
レ
ジ
ー
ム
ご
と
に
多
様
な
ん
法
で
解
釈
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

ーふ
i師

呉
な
る
)
を
主
張
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
ー
と
い
的
判
同
家
の
双
方
向
的
な
関
係
に
日
円
す
る
必
要
を
説
く
。

こ
れ
ら
多
様
な
パ

l
ス
ベ
ク
テ

f
ブ
の
存
在
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
福
制
凶
本
の
山
問
係
が
単
純
で
は
な
い
こ
と
を
小
唆
し
て
い
る
c

且売

休
的
に
考
え
て
み
る
と
、
各
同
政
府
は
、
資
本
の
白
山
化
を
背
景
と
し
て
、
規
制
緩
和
や
労
働
コ
ス
ト
削
減
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
勢
力
か
ら
の
件

力
に
直
一
川
し
、
他
方
で
、
従
来
型
の
マ
ク
口
需
要
管
理
政
策
の
維
持
が
岡
球
と
な
り
、
緊
縮
的
財
政
政
策
の
採
用
を
迫
ら
れ
る
引
山
県
と
し
て
、

情
祉
凶
家
の
縮
減
に
山
か
わ
さ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
者
の
↓
下
援
に
あ
る
よ
う
に
、
ネ
オ
リ

ベ
ラ
ル
化
へ
の
収
紋
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
仁

し
か
し
、
開
校
経
済
は
福
祉
国
家
を
必
安
と
す
る
と
い
う
別
の
則
能
件
も
あ
り
得
る
つ
例
え
ば
、
開
放
経
済
下
に
お
け
る
ヨ

l
口
y
パ
諸

固
で
の
コ

1
ボ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
進
展
に
関
し
て
、

(
-
C
E
2
2
2ロ
H
-
w
岳

山

)

は
「
同
内
的
補
悩
の
政
治
」
と
い
う

カ
ソ
リ
ノ

L

ン
シ
ュ
タ
イ
ン

観
点
か
ら
説
明
す
る
c

彼
に
よ
れ
ば
、
経
済
環
境
へ
の
対
応
コ
ス
ト
を
外
部
転
化
も
し
く
は
事
、
川
調
整
す
る
こ
と
が
困
耽
な
小
川
は
、
ま
ず

国
際
レ
ベ
ル
で
の
経
済
自
由
化
を
推
進
し
た
上
で
、
変
動
す
る
凶
際
市
場
で
競
争
心
を
佐
保
す
る
た
め
に
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
訓
整
」
に
依

拠
L
、
そ
の
囲
内
的
な
補
償
と
し
て
社
会
政
策
や
所
持
政
策
を
充
実
さ
せ
て
き
た
υ

つ
ま
り
、
小
園
内
で
も
対
叫
に
分
岐
が
あ
る
も
の
の
、

民
主
的
コ

l
ボ
ラ
テ
イ
ズ
ム

(
特
徴
一
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

y
プ
と
い
う
理
念
、
集
権
化
・
集
巾
化
し
た
利
益
集
団
シ
ス
テ
ム
、
日
発
的

で
非
公
式
の
刻
立
調
整
、
ン
ス
テ
ム
)
を
形
成
し
、
そ
れ
を
支
え
る
多
党
制
ン
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
の
研
究
は
、
激
し
い

国
際
競
争
に
百
出
す
る
こ
と
は
国
内
で
の
補
償
の
必
要
性
を
増
大
さ
せ
、
結
果
と
し
て
悩
制
国
家
の
拡
大
を
も
た
ら
す
川
能
件
が
あ
る
こ
と

を
示
峻
し
て
い
る
υ

さ
ら
に
、
社
会
政
策
の
持
つ
一
川
経
済
へ
の
プ
ラ
ス
の
側
面
も
指
摘
で
き
る
。
ゴ
ブ

が

佐
官
問叫

(の
οロ
ね
『
一
号
中
出
)

や
ヘ
イ

-
h
w
〈

N
C
(
)一
戸

jt;，土60(1-12) 12 



し
て
い
る
よ
う
に
、
福
相
国
家
の
諸
政
依
は
、
財
政
件
力
の
増
大
と
い
う
負
の
外
部
効
果
と
い
う
側
山
を
持
つ
が
、
他
方
で
、
経
消
成
長
に

必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
お
よ
び
社
会
的
安
定
の
提
供
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
経
済
成
長
や
競
争
力

に
対
し
て
、
正
の
外
部
効
果
を
持
つ
。
彼
ら
の
研
究
は
、
社
会
政
策
と
効
率
性
を
ゼ
ロ
サ
ム
的
に
捉
え
る
こ
と
の
不

l
分
性
を
指
摘
し
、
社

会
政
策
の
持
つ
多
面
作
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
示
峻
し
て
い
る
じ
従
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
准
艮
は
、

律
の
削
減
で
は
な
く
、
む
し
ろ

経
済
的
に
プ
ラ
ス
の
側
面
を
持
つ
社
会
政
策
の
維
持
・
拡
充
を
も
た
ら
す
川
能
件
も
あ
る
と
い
え
る
つ

フ
リ

I
デ
ン
ら
(
町
日
骨

z
z
Z吉
田

2
長ニ
35)
は
、
国
際
経
済
の
白
山
化
が
凶
内
ア
ク
タ
ー
の
選
好
に
守
え
る
イ
ン
パ

一Q

一

ク
ト
を
検
討
し
た
論
丈
で
、
採
用
す
る
経
済
学
の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
評
価
が
分
か
れ
る
こ
と
を
脂
摘
す
る
。
つ
ま
り
、

他
方
で

各
経
済
学
モ
デ
ル
は
、
各
国
経
済
の
比
較
優
位
が
依
拠
す
る
要
素
や
経
済
セ
ク
タ
ー
の
引
徴
の
平
穴
に
よ
っ
て
、
諸
ア
ク
タ
ー
の
国
際
化
に

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

対
す
る
選
好
が
異
な
る
こ
と
を
予
測
す
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
画
一
的
と
は
い
え
ず
、
ア
ク
タ
ー

が
山
め
る
経
治
社
会
的
佼
情
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
つ
ま
た
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
ら
が
指
摘
す
る
お
巳
日
口
自
己
「

E
売

5
2
)
よ
う
に
、

た
と
え
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
諸
ア
ク
タ
ー
の
選
好
を
川
じ
よ
う
に
変
存
さ
せ
た
と
し
て
も
、
社
会
経
治
的
制
度
お
よ
び
政
治
制
度
の
奴
介
を
ほ
肝

ヘ
O
J

て
、
政
後
ア
ウ
ト
カ
ム
へ
転
換
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
差
異
に
よ
っ
て
、
異
な
る
ア
ウ
ト
カ
ム
が
牛
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
c

こ
こ
で
料
介
し
た
諸
研
究
が
も
た
ら
す
知
見
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
悩
付
国
家
に
縮
減
正
h
A
お
よ
び
拡
大
伴
力
の
双
右
を

も
た
ら
し
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
経
治
社
会
的
基
幣
の
差
異
を
前
提
と
し
て
諸
制
度
・
諸
ア
ク
タ
ー
に
媒
介
き
れ
た
卜
で
ア
ウ
ト
カ
ム
に

つ
な
が
る
た
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
ー
と
福
祉
川
家
の
関
係
は
義
的
ー
と
は
い
え
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
知
見
を
畏
付
け
る
よ
う
に
、
実
祉
研
ん
ん
で
は
多
様
な
分
析
結
米
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
c

実
祉
研
究
の
多
く
は
ネ
オ
リ

北法以)11-13)13

ベ
一
フ
ル
化
へ
の
収
紋
を
ヴ
定
す
る
占
で
は
概
ね
共
通
す
る
が
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
小
に
関
し
て
は
許
制
が
分
か
れ
る
。
イ
、
〆
パ
ケ
ト
を

重
視
す
る
論
者
と
し
て
、
例
え
ば
、
完
全
雇
用
、
普
遍
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
、

お
よ
び
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ソ
ト
か
ら
ー
侃
祉
同
家
が
構
成
さ
れ
る



"見

と
考
え
る
ミ
シ
ユ
ラ
は

マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
お
け
る
白
律
性
の
喪
火
を
重
視
し
、

一一
足
川
・
賃
金
保
障
に
関
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
糊
凶
が
も
た

リ
フ
ト
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る

(同一一一宮コ

N
C
C
E
)
【

ク
ラ
イ
ト
ン
ら
は
、
不
平
等
が
拡
大
す
る
傾
山
の
中
で
の
社
会
支
山
構

jt;，土60(1-14)14 

ーふ
i師

エ
リ
ソ
ン
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
政
治
の
相
寸
作
川
に
汀

U
し
、
巾
場
適

ム
円
的
な
改
本
ー
と
い
う
選
択
肢
が
政
治
的
議
論
の
中
心
を
ト
ハ
め
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
主
呉
は
あ
る
も
の
の
、
谷
川
が
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
・
ド

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る

(
Z
E
F
E
H
S
U
)
。

成
の
変
化
お
よ
び
公
的
ア
ク
タ
ー
の
規
模
縮
小
に
注

H
L、
縮
減
を
ギ
ム
張
す
る

(nz三
o口
E
巴
【

νoE5ω
。口
H
m
v
h
w
m
y

ま
た
司
。

E
5
ω
Oロ

8
2
も
参
問
、
)
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
電
机
し
な
い
論
者
も
い
る
。
ス
ワ
ン
ク
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
説
税
の
闘
係
を
分
析
し
た
論

丈
の
中
で
、
資
本
の
流
動
化
が
減
税
圧
力
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
以
え
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
必
要
性
か
ら
、
単
純
に
川
町
税
水
準
全
体
の
削

他
ト
々
で
、

減
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

(
山
手
一
mw
ロプ

-
U
中∞)。

つ
ま
り
、
法
人
税
率
な
と
の
引
き
下
げ
と
同
時
に
、
従
小
米
作
什
存
し
て
い
た
税

控
除
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
巾
場
泊
合
型
の
税
制
レ
ジ
ー
ム
へ
移
行
し
て
い
る
た
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
た
ら
す
税
負
組
へ
の
影
響
は
少
な

い
と
結
論
づ
け
る
。
ギ
ャ
レ
ッ
ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
公
共
支
山
お
よ
び
課
税
水
準
へ
守
え
る
影
響
を
検
討
し
た
一
連
の
研
究
で
、
グ
ロ

l

パ
ル
化
が
制
祉
問
家
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
主
張
す
る
仁
彼
は
、
そ
の
用
由
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
杓
分
配
要
求
を
高
め
る
と
い
う
政
治
的
理
山
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
条
件
下
で
は
悩
付
国
家
が
経
治
成
長
に
役
立
つ
と
い
う
経
済
的
即

由
が
存
在
す
る
た
め
、
川
削
減
へ
の
イ
/
パ
ク
ト
が
大
き
く
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

(
(
U
M
W

円円
mw
三一

H

中也岳山一一戸沼中岳古一口島吋円。一口い
p
pハ-
P
H】
↓
庁
内

F
m
w
戸

日
{

)

{

)

H

)

。

ま
た
、
諸
ア
ク
タ
ー
や
諸
制
度
な
ど
の
媒
介
要
同
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ハ
ク
ト
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者
も
い
る
仁
例
え
ば
、

こ1

1レ

ピ

ら

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
と
に
よ
る
福
祉
国
家
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
、
所
得
代
持
率
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
寛
特
性
の
変
化
を
指
椋
と
す
る
と
、
政
権
の
党
派
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
指

(問
O
「

H
x
m
E見
守

色

E
η
ω
c
c
u
)

キ
ア
ラ
ン
ら
(
〉

=ωロ
ロ
ロ
己
的
三
戸
崎
m
U
N
C
C
山

)



摘
す
る
。
ま
た
、

ス
ワ
ン
ク
は
、
別
の
研
究

(
m
g
E
r
N
G
(
)
「
N
C
G
N
N
S
ω
)

で
、
名
国
の
政
治
経
消
の
諸
制
度
(
利
益
代
表
シ
ス
テ
ム
、

選
挙
制
度
、
福
祉
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

山
川
場
経
済
モ
デ
ル
な
ど
)
が
、
諸
ア
ク
タ
ー
の
政
治
的
機
会
の
提
供
な
ど
の
直
按
的
・
短
期
的
な
側

面
だ
け
で
な
く
、
構
造
的
バ
イ
ア
ス
や
価
値
・
胤
範
の
提
供
な
ど
の
同
長
的
・
長
問
的
な
側
而
に
も
影
響
力
を
持
つ
た
め
、
谷
川
で
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
が
川
入
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
統
計
分
析
に
よ
っ
て
、
政
策
対
応
の
差
異
を
碓
訟
し
て
い
る
じ
ま
た
、
ロ
ス
ス
タ
イ
ン
は
、

諸
制
度
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
を
付
与
す
る
こ
と
で
利
益
・
選
好
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
信
頼
の
提
供
や
規
範
の
設
定
と
い
う
機
能
も
持

つ
点
に
注
目

L
、
福
祉
同
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
イ
プ

(
選
別
、
土
義
も
し
く
は
普
遍
ポ
戎
)

に
よ
っ
て
、
削
減
圧
力
へ
の
対

U
が
異
な
る
こ
と

(
問
主

F
M
Z
E
H由
也
市
戸
凶
(
)
(
)
印
)
。

以
上
の
よ
う
に
、
グ
ロ
パ
ル
化
が
実
際
に
も
た
ら
し
た
イ
シ
パ
ク
ト
に
悶
し
て
、
存
論
者
は
、
休
日
す
る
従
属
変
数
に
よ
っ
て
、
大
き

く
詳
何
が
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
何
祉
同
家
が
直
面
し
て
い
る
経
済
環
境
が
ケ
イ
ン
ズ
↓
丁
義
時
代
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
と
い

を
指
摘
し
て
い
る

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

う
基
本
的
認
識
に
相
通
は
な
い
υ

つ
ま
り
、
「
ケ
イ
ン
ズ
干
義
的
福
祉
国
家
」
を
国
際
的
レ
ベ
ル
で
支
え
て
い
た
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
休
制
は

崩
壊
し
、
資
本
移
動
の
白
由
化
に
伴
い
、
従
米
刑
γ

の
総
需
要
管
理
に
基
づ
く
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
維
持
は
凶
難
ー
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ヨ

l

ロ
ッ
パ
諸
川
で
は

E
U統
合
の
進
展
に
よ
る
彬
響
に
も
直
面
し
て
い
る
c

こ
こ
で
い
け
意
が
必
要
な
点
と
し
て
、

マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
お
け
る

自
律
性
の
喪
失
は
、
政
策
選
択
肢
一
般
の
喪
失
を
意
味
し
な

。
な
ぜ
な
ら
ば

ヘ
メ
レ
イ
ク
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
凶
際
市
場
か
ら
の

川
が
盤
円
を
受
け
に
く
い
政
策
領
域
が
仲
間
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(--25戸]乙
L
E品
目

η
F
Z
E
N
C
(
)
(
)
℃

N
N
日
)
。
例
え
ば
、
卜
述
の
よ
う
に
、

社
会
政
策
は
一
一
間
経
済
に
刻
し
て
正
負
の
両
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
た
め
、
新
た
な
経
循
環
境
下
で
も
、
各
同
の
政
府
は
、
経
済
的
な
効
率
性

北法以)(1-15)1:)

を
確
保
す
る
た
め
に
、
経
済
全
体
に
思
応
部
音
を
与
、
λ
る
山
の
抑
制
か
ら
プ
ラ
ス
而
の
促
進
ま
で
多
橡
な
選
択
肢
を
保
持
し
て
い
る
と
考
、
子
い
り

れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
や
一
円
説
な
ど
の
理
念
的
側
一
川

の
変
化
)

そ
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、



"見

が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る

(
E
V
A
E
N
C
(
)印
匂
日

7
2
ω
Z
U寸
固
と
自
且
目
。
山
田
o
E
N
G
(
)
戸
目
安

N
G
-
N
N
S
∞
な
ど
)
つ

ロ
l
パ
ル
化
の
価
制
国
家
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
杉
響
力
が
十
分
に
僻
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
政
治
ア
リ
ー
ナ
で
、
土
張
さ
れ
続
け

る
こ
と
は
政
治
的
に
大
き
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
c

例
え
ば
、

つ
ま
り
、

グ

jt;，土60(1-16) Hi 

ーふ
i師

ヘ
イ
ら
(
口
弓

E
己
目
C
M
E
S
E
N
C
2
N
)

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関

す
る
特
定
の
理
念
が
周
論
的
に
正
し
い
か
山
口
ー
か
に
関
わ
ら
ず
、
政
治
的
ア
ク
タ
ー
が
そ
れ
を
信
念
と
し
て
保
川
す
る
な
ら
ば
、
実
際
に
政
後

ア
ウ
ト
カ
ム
に
影
響
が
牛
じ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
ス
(
出
C
F
F
N
C
C
ω
)

平
ヘ
イ
(
出
5

N

C

C
白
)
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
一
同
レ
ベ
ル
で
の
政
策
対
応
が
困
難
に
な
る
と
い
う
一
口
討
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
期
待
の
縮
小
を

U
指
す
動
き
が
生
じ
て

い
る
こ
と
や
巾
央
銀
行
の
独
立
な
ど
政
策
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
外
部
化
な
ど
が
ヰ
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
叫
ん
沼
的

側
出
に
関
し
て
重
要
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
レ
ベ
ル
へ
の
帰
結
だ
け
で
な
く
、
止
統
化
ゴ
門
説
の
レ
ベ
ル
で
牛
じ
る
変
化
で
あ
る
じ
次

節
で
「
一
円
及
す
る
よ
う
に
、
福
祉
国
家
を
取
り
巻
く
諸
域
境
の
変
化
に
伴
い
、
社
会
政
依
の
コ
ス
ト
而
が
強
謝
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

的
ン
テ
ィ
ズ
ン
ン

y
プ
に
お
け
る
義
務
的
側
面
や
人
的
資
本
へ
の
投
資
と
い
う
側
面
が
注

U
き
れ
、
ま
た
、
社
会
的
包
料
い
や
何
人
の
口
律
な

ど
新
た
な
理
念
に
い
け
円
が
集
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
力
を
考
え
る
上
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
定
の
ア
イ
デ
ア

が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
牛
じ
る
、
政
策
レ
ベ
ル
お
よ
び
正
統
化
一
三
説
レ
ベ
ル
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
考
慮
す
る
必
授
が
あ
る
c

ま
と
め
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
圧
力
は
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
評
価
が
一
分
か
れ
る
が
、
社
会
政
策
な
ど
の
持
つ
一
多
山
性
お

よ
び
各
国
に
お
け
る
蝶
介
要
阿
の
差
異
が
存
杭
す
る
た
め
、
信
相
国
一
本
の
縮
減
へ
と
収
数
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
コ
そ
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
に
関
し
て
革
製
な
点
と
し
て
、

ケ
イ
ン
ズ
、
五
義
的
福
相
因
不
が
依
拠
し
て
き
た
制
度
的
・
実
体
的
側
而
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
四
叫

念
的
側
而
の
変
化
に
も
、
け
リ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

一
一
)
従
容
川
力
⑦
ポ
ス
ト
虚
業
社
会
へ
の
移
行



卜
述
の
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
は
叫
停
で
な
く
、

ア
ク
タ
ー
が
直
而
す
る
環
境
の
変
化
と
し
て
閥
践
的
な
要

因
に
と
ど
ま
る
も
の
と
与
え
ら
れ
る
た
め
、
研
究
者
の
多
く
は
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
を
、

よ
り
直
接
的
な
史
容
圧
力
と
し
て
考
え

て
い
る

(
ロ
名
百
四
吉
号
2
2
]
這
中
」
苫
町
内

2
2ロハごハ

JWEN-()デ
司

可

Z
3
2
3
C
]
な
と
)
。
そ
し
て
、
近
年
注

H
を
集
め
て
い
る
概
念
で

あ
る
「
新
し
い
社
会
的
リ
ス
ク

(
Z
2
m
C
2
ω
一
回
呂
町
以
下
で
は

N
S
R
)
」
も
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
と

仏
山
按
に
関
連
し
て
い
る
。

ま
ず
、

ポ
ス

l
産
業
社
会
へ
の
移
行
と
は
仰
を
意
味
し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か

c
p
・
ピ
ア
ソ
ン
は
、
以
下
の

四
点
に
繋
理
す
る

(
司
ヲ
2

2
ロ
民
(
)
三
戸
)
。
ま
ず
、
第
一
に
、
製
造
業
中
心
の
経
凶
か
ら
叶

l
ピ
ス
産
業
巾
心
の
経
済
へ
の
移
行
が
挙
げ

サ
ー
ビ
ス
崖
業
は
一
般
的
に
製
造
業
に
比
べ
て
牛
産
性
が
低
い
た
め
、
以
F

川
に
比
べ
て
経
済
成
長
才
ー
が
低
く
な
る
こ
と

ら
れ
る
c

例
え
ば
、

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

が
予
想
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
福
祉
国
家
を
支
え
る
財
政
的
某
盤
の
弱
体
化
が
小
峻
さ
れ
る
つ
さ
ら
に
、
雇
用
の
不
安
定
化
も
予
測
さ
れ
る
。

は
、
製
造
業
に
比
べ
て
一一
居
川
保
障
が
弱
く
、
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け

す
な
わ
ち
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
(
特
に
低
賃
金
ザ

l
ピ
ス
セ
ク
タ
ー
)

や
す
い
た
め
、
失
業
の
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
、
裂
造
業
セ
ク
タ
ー
の
縮
小
を
も
た
ら
し
、
生
産
性
卜
押
が
低
く

失
業
リ
ス
ク
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
崖
業
セ
ク
タ
ー
へ
の
依
存
が
両
ま
る
結
果
と
し
て
、
財
政
基
擦
の
弱
体
化
お
よ
び
火
装
手
巾
の
受
給
者
増
加

を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
第
一
に
、
少
了
高
齢
化
の
逆
民
と
い
う
人
口
構
造
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
高
齢
化
は
、
老

齢
年
金
な
と
の
受
給
者
の
明
加
、
受
給
期
間
の
延
長
、
お
よ
び
、
介
護
な
ど
の
新
し
い
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
必
山
女
性
を
も
た
ら
し
、
財
政
基
幣

を
脅
か
す
。
ま
た
、
少
了
化
の
進
展
に
よ
る
生
広
人
口
の
訓
ム
ロ
の
減
少
も
財
政
問
題
に
拍
車
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
制
祉
問
家
の

成
執
化
が
日
午
げ
ら
れ
る
f

戦
後
期
を
通
じ
て
、
社
会
政
策
コ
ミ

y
ト
メ
ン
ト
を
充
実
・
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
政
府
の
財
政

的
な
負
担
が
限
界
に
達
し
て
い
る
。
第
四
に
、
最
も
重
安
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
女
性
の
社
会
進
山
川
の
増
大
が
あ
る
つ
価
値
飢
の
変
化
や

経
済
的
な
必
要
性
な
ど
か
ら
、
女
性
の
社
会
位
向
が
高
ま
っ
て
き
た
コ
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
政
策
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
よ
り
負
組
さ
れ
て
き

北法以lU.li1l7



"見

た
福
相
生
産
の
役
刑
を
代
符
・
補
完
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
つ
以
卜
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
は
、
福
祉
国
家
の
財

政
某
盤
を
脅
か
す
方
で
、
新
た
な
社
会
政
策
の
ニ

l
ス
を

両
め
る
と
い
う
点
で
、
既
存
の
福
相
国
'
ん
か
へ
の
潜
在
的
な
変
容
何
力
に
な
る
と

ーふ
i師

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
が
、
政
策
レ
ベ
ル
に
お
け
る
変
化
へ
と
つ
な
が
る
リ
ン
ク
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る
概
念
が
、
「
}
利

「

M
一

し
い
社
会
的
リ
ス
ク
」
で
あ
る
つ
こ
こ
で

K
S
R
と
は
、
「
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
に
関
連
す
る
経
消
・
社
会
変
化
の
結
岡
本
と
し
て
、

ラ
イ
フ
コ

l
ス
に
お
い
て
直
面
す
る
リ
ス
ク

L
3
5
5円
口

5
5九
日

C

2

一
3
N
ど
を
指
す
υ

ボ
ノ

I
リ
は
、

そ
の
特
徴
を
、
⑦
一
ポ
ス
ト
摩

業
社
会
に
阿
有
で
あ
り
、
③
久
性
や
者
年
層
な
ど
特
定
の
集
団
に
集
中
し
、
ゆ
従
米
型
の
社
会
政
策
で
は
十
分
に
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
今
二
古
川
に
ま
と
め
る

(目。戸。一】凶
C
C
E
)
f

つ
ま
り
、

N
S
R
は
従
求
の
社
会
政
策
が
想
定
し
て
い
た
リ
ス
ク
と
は
列
な
る
た
め
、
そ
れ
ら

で
は
う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

v
n
s
R
の
特
徴
を
犯
射
す
る
た
め
に
は
、
ケ
イ
、
〆
ス
主
義
的
段
階
に
お
け

る
リ
ス
ク
の
想
定
を
確
認
す
る
こ
と
が
有
前
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
他
付
国
家
は
、
安
定
的
な
牧
家
族
と
一一
握
川
保
院
に
基

づ
き
、
男
性
稼
得
者
が
労
働
に
よ
っ
て
所
得
を
得
る
一
ん
で
、
ヴ
J
供
や
高
齢
者
の
ケ
ア
に
関
し
て
は
家
庭
が
負
担
す
る
こ
と
を
，
川
提
ー
と
し
て

き
た
仁
そ
の
た
め
、
社
会
政
策
は

服
用
を
失
っ
た
場
ム
門
の
所
得
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
高
齢
苫
向
け
の
年
金
な
ど
に
重
点
を
情
い
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
で
は
、
労
働
市
場
お
よ
び
家
族
構
造
の
変
化
を
前
提
と
す
る
υ

つ
ま
り
、
女
性
の
労
働
山
場
へ
の

准
山
刊
が
高
ま
る
一
ん
で
、

サ
ー
ビ
ス
経
凶
化
に
伴
、
つ
一一
展
川
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
失
業
の
リ
ス
ク
が
尚
ま
り
、
ま
た
、

ι年
者
を
巾
心
に
労

働
市
場
へ
の
参
入
が
賎
し
く
な
る
と
い
う
現
象
が
ヰ
じ
る
な
ど
、
従
来
の
よ
う
な
男
性
稼
符
青
の
安
定
的
な
用
用
保
障
を
、
川
保
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
c

他
点
、
家
族
形
態
も
多
橡
化
し
、
安
定
的
な
伐
家
族
を
前
提
と
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
c

従
っ
て
、

u
h
S
R
に
対
泌
す
る
た
め
、
新
た
な
諸
環
境
や
諸
基
慌
を
前
提
と
し
た
政
策
の
導
入
が
必
要

3
5
-
2
c
o
o
t
v
~
ω
己
主
司
自
。
=

N
-
c
p
N
D
号
事
)
と
な
っ
て
い
る
ロ
例
え
ば
、
第
一
に
、
家
族
形
態
の
説
化
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
や
介
護
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
拡

jt;，土60(1-18) 18 



充
や
家
庭
と
労
働
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
や
す
く
す
る
た
め
の
邦
政
策
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、

雇
川
構
造
の
変
化
に
対
泌
す
る
た

め
、
ス
キ
ル
形
成
の
支
援
や
社
会
保
険
の
カ
パ

l
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
υ

こ
の

N
S
R
の
台
頭
は
、
政
策
対
出
の
必
要
性
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
福
相
国
家
を
ト
止
え
る
政
治
的
基
牒
に
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
と
い

う
点
か
ら
も
重
要
と
な
る

(
三
回
。
三
一
-
N
C
C
印
)
C

政
治
的
恭
権
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
点
も
、

ケ
イ
ン
ズ
、
一
干
義
的
段
階
と
比
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
信
相
国
家
は
、
共
通
し
た
利
益
を
持
っ
と
想
{
疋
さ
れ
る
階
級
を
べ

l
ス
と
し
た
集
団
聞
の
階

級
・
政
党
政
治
レ
ベ
ル
の
和
解
・
安
協
と
い
う
政
治
的
恭
盤
に
依
拠
し
て
い
た
コ
そ
れ
に
対
し
て
、

X
S
R
に
同
山
す
る
集
団
が
福
祉
国
家

を
支
え
る
安
定
的
な
政
治
的
基
併
に
な
る
た
め
に
は
、
様
々
な
困
難
が
存
存
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
段
階
で
の
労
働

者
と
は
列
な
り
、

N
S
R集
団
は
、
利
益
が
多
様
で
あ
り
、
か
っ
、
権
力
資
源
を
分
に
持
っ
て
い
な
い
c

そ
の
た
め
、

一一
i
ド
を
満
た
す

政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
利
訴
を
表
出
し
、
政
治
的
動
員
を
行
、
つ
こ
と
が
凶
離
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
υ

第
一
一
に
、
上
述
の
よ
う
に
、
従
来

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

と
比
べ
て
財
政
的
制
約
が
多
い
と
い
う
条
件
の
卜
、
社
会
政
策
の
充
実
に
対
し
て
反
対
す
る
利
益
集
凶
(
例
え
は
、
ピ
ン
、
ネ
ス
勢
力
)

の
抵
抗
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
な
っ
た
パ
イ
の
分
配
を
求
め
て
、
既
存
政
策
に
利
益
を
持
つ
集
団
(
例
え
ば
、
受
益
者
団
体
)
と

対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c
以
上
か
ら
、

N
S
R
集
団
は
、
日
ら
の
政
治
力
の
み
に
よ
っ
て
政
策
回
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
閃
雑
で
あ
り
、

そ
の
他
の
政
治
ア
ク
タ
ー
と
の
同
開
形
成
が
カ
ギ
と
な
る
こ
と
が
示
峻
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
す
咋
業
社
会
へ
の
移
行
に
什
い
ケ
イ
ン
ズ
十
字
式
的
福
祉
同
家
は
、
大
き
な
変
行
圧
力
に
直
而
し
て
い
る
つ
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
、
屈
用
形
態
の
流
動
化
お
よ
び
家
放
形
態
の
多
紙
化
を
前
処
ー
と
し
た
社
会
政
策
形
態
へ
と
転
換
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

N
S
R
に
百
出
す
る
集
団
の
特
徴
が
持
つ
政
治
的
含
意
で
あ
る
c

彼
ら
は
、
多
様
な
利
益
を
持
ち
、
か
つ
分
な
権
力
資
源

重
要
な
占
山
は
、

を
持
た
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
既
存
の
利
益
集
同
と
対
抗
す
る
必
要
に
直
面
す
る
た
め
、
指
初
回
一
本
改
午
の
安
定
的
な
政
治

的
某
盤
と
な
る
こ
と
が
難
し
い
υ

か
レノ

北法以)U -19119 



"見

二
)
変
容

h
力
の
イ
ン
パ
ク
ト

ま
と
め
る
と
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
摩
業
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
一
つ
の
変
容
圧
力
に
よ
っ
て
、

ケ
イ
ン
ズ
、
土

ーふ
i師

義
的
福
祉
川
家
を
特
徴
付
け
て
き
た
諸
基
撚
や
苅
政
策
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
埋
め
込
ま
れ
た
つ
ベ
ラ

リ
ズ
ム

ブ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
的
発
展
禄
式
お
よ
び
経
済
成
長
?
と
そ
の
分
配
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
い
う
諸
某
盤
、
そ
し
て
マ
ク
ロ
需
要
活
用

政
策
お
よ
び
脱
商
品
化
政
依
と
い
う
諸
政
策
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
υ
例
え
ば
、
ブ
レ
ト
ン
ウ

y
ズ
休
制
の
崩
壊
お
よ
び
経
済
の
グ
ロ

l

ハ
ル
化
に
よ
っ
て

マ
ク
ロ
続
凶
政
策
に
関
す
る
選
択
肢
は
大
脳
に
制
限
き
れ
、
従
米
州
ー
の
国
内
的
補
償
政
策
の
採
用
が
難
し
く
な
っ
た
コ

ま
た
、
ポ
ス
ト
す
性
業
社
会
へ
の
移
行
に
伴
い
、
製
造
業
中
心
の
大
量
牛
産
・
大
量
消
費
に
依
拠
し
た
ブ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
的
党
民
桜
式
の
維
持

は
凶
難
と
な
り
、
雇
用
形
態
の
流
動
化
へ
の
刈
応
ヤ
ス
キ
ル
形
成
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
新
た
な
政
策
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
じ
ま

た
、
家
族
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
安
定
的
な
械
家
族
を
前
提
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
υ

政
治
的
某
盤
に
関
し
て
も
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
て
、
労
働
と
資
本
の
聞
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
定
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
安
定
的
な
M
M
凶
成
長
が
困
難
に
な
る

と
い
う
経
済
環
境
を
前
提
ー
と
し
て
、
附
級
お
よ
び
政
党
政
治
レ
ベ
ル
で
の
労
使
和
肝
に
も
助
折
が
止
じ
て
い
る
c

現
在
で
は
、
既
有
政
策
に

利
訴
を
持
つ
一
集
団
と
持
た
な
い
集
団
の
対
す
が
臥
存
化
す
る
と
い
う
側
而
が
強
く
な
っ
て
い
る
仁
さ
ら
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
念
的
側
而

の
重
要
件
が
示
峻
す
る
よ
う
に
、

一
口
説
レ
ベ
ル
で
の
ン
ブ
ト

(
凶
際
競
争
の
不
叫
町
一
件
に
よ
る
社
会
政
策
の
コ
ス
ト
而
の
強
調
、
社
会
的
包

県
へ
の
注
目
や
個
人
の
白
律
性
の
強
調
な
と
)
も
福
祉
川
家
の
政
治
的
基
熔
を
脅
か
し
て
い
る
-

以
上
の
よ
う
に
、
政
策
遺
疋
に
よ
っ
て
直
面
す
る
説
題
が
異
な
り
、
諸
制
皮
や
諸
ア
ク
タ
ー
な
ど
の
妹
介
要
因
も
呉
な
る
た
め
、
符
国
間

で
茅
異
が
あ
る
も
の
の
、

ケ
イ
ン
ス
主
義
的
稿
祉
凶
家
は
、

二
つ
の
変
一
件
匝
力
に
よ
り
、
そ
の
経
済
朴
会
的
基
擦
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
基

盤
も
動
抗
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
県
と
し
て
、

そ
の
政
策
的
特
徴
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
υ

次
節
で
は
、
新
た
な
制
祉
同
家
の

特
徴
を
整
理
し
た
う
え
で
、
こ
の
従
容
の
性
格
を
検
討
す
る
。

jt;，土60(1-20)剖)



四

「
競
争
忘
向
の
福
相
同
家
」

の
諸
特
徴

ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
相
国
家
は
、
一
つ
の
変
容
圧
力
に
直
山
し
、
大
き
く
変
存
し
つ
つ
あ
る
。
本
節
で
は
、
現
段
階
の
福
祉
川
家
を
支
え

つ
ま
り
、
福
相
国
fψ?を
取
り
巻
く
諸
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
経
済
社
会
的
基

盤
に
関
し
て
、
統
治
的
自
雨
、
土
義
優
伏
の
川
際
経
済
体
制
お
よ
び
ポ
ス
ト
ブ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
的
党
以
抗
日
体
式
に
依
拠
し
、
政
治
的
某
盤
に
関
し

て
い
る
諸
恭
盤
や
諸
政
策
の
特
僚
を
確
認
す
る
c

て
、
国
際
競
争
力
の
停
保
と
個
人
の
自
律
性
の
重
視
や
社
会
的
包
摂
の
強
調
へ
と
正
統
化
二
μ
説
も
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
的
特
徴
も
、

ミ
ク
ロ
説
争
力
政
策
お
よ
び
(
再
)
凶
品
化
政
策
と
な
っ
て
い
る
c

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
基
盤
諸
政
策
か
ら
整
料
で
き
る
現
在
の
段

階
を
「
説
争
志
向
の
福
相
国
家
」
と
捉
え
る
じ

ま
ず
、
新
し
く
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
経
済
社
会
的
基
盤
聞
を
確
認
す
る
つ
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

ブ
レ
ト
ン
ウ
ソ
ス
体
制
が
崩
壊
し
、
経

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

凶
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
ロ
ラ
ギ

I
(
』
山
口
広
対
日

H
U
白
)
が
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

諸
レ
ジ
ー
ム
は
、
経
済
的
な
効
率
怜
や
大
川
の
パ
ワ
ー
だ
け
で
な
く
、
そ
の
社
会

H
的
の
正
統
性
に
も
依
拠
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
重
要
ー
と

な
る
の
は
、
正
統
牲
の
根
拠
を
提
供
す
る
ア
イ
デ
ア
的
言
説
的
側
出
に
お
け
る
変
化
で
あ
る
仁

つ
ま
り
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
段
隔
を
I
i
え
て

い
た
凶
際
経
一
括
ン
ス
テ
ム
の
動
向
日
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
エ
ヴ
ァ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
に
注

U
し
つ
つ
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ゲ

l
ム
の
ル

1
ル
と
し

ン
ス
は
、

(
円
山
〈

E
H
Z
H
3
3
4
)

。
つ
ま
り
、
「
町
内
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
が
内
包
し
て
い
た
経
済
的
小

て
成
?
止
し
て
い
る
こ
と
を
キ
張
し
て
い
る

安
定
性
へ
の
政
治
的
配
慮
か
ら
部
分
的
に
解
放
さ
れ
た
紅
色
円
由
、
土
義
が
優
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
c
一
丙
い
換
、
え
れ
ば
、
経
済
の
グ
ロ

i

ハ
ル
化
の
進
民
に
伴
い
、
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
再
び
自
由
主
義
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
不

オ
リ
ベ
ラ
ル
化
へ
の
収
数
を
意
味
し
な
い
コ

マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
関
す
る
選
択
肢
が
制
限
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
他
の
経
済
・
社
会
政
策

北法以)(1-21)21



"見

領
域
で
の
選
択
肢
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
重
安
な
占
一
は
、
従
来
の
挫
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
よ
り
も
、
経
済
口
由
主
義
が
優

位
に
?
M

つ
文
脈
で
、

そ
れ
に
適
合
的
な
形
で
の
政
策
選
択
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ーふ
i師

さ
ら
に
、
上
述
の
レ
ギ
コ
ラ
、
ン
オ
ン
w
(

了
派
(
ボ
ワ
イ
エ

一
九
九
。

一
九
九
二
、

一
九
九
凶

a

九
九
日
b

二
C
C
七

111 
田

。
。
八
)

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

ブ
レ
キ
ン
ブ
ル
な
大
量
斗
産
、
サ
ー
ビ
ス
経
治
化
、
情
報
経
済
化
、
知
識
経
消
化
、

お
よ
び
金
融
経

消
化
の
進
展
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
新
た
な
発
展
株
式
の
確
立
を
日
指
す
祁
動
向
も
重
安
と
な
る
。
例
え
ば
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
に
お
け
る

経
済
成
長
の
新
た
な
基
軸
と
し
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
発
展
様
式
が
川

U
を
集
め
て
お
り
、
製
造
業
セ
ク
タ
ー
で
は
、
大
H
E
生

産
・
大
量
消
費
に
基
つ
い
た
フ
ォ

l
デ
ィ
ス
ム
的
党
民
桜
式
か
ら
の
転
換
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
一
門
い
換
え
れ
ば
、
国
際
競
予
を
勝
ち
抜
き
、

経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
高
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
労
働
苫
の
確
保
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
労
働
編
成
、
技
術
革
新
の
達
成
と
利

用
、
ネ
ァ
ト
ワ
ー
ク
引
の
調
整
な
ど
に
依
拠
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
い
る
つ
こ
れ
ら
の
新
た
な
た
民
様
式
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
規
制
緩
和
や
白
同
化
の
促
進
、
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
市
場
親
和
的
な
政
策
へ
の
転
扱
、
お
よ
び
積
極
的

労
働
市
場
政
策
の
拡
大
な
ど
の
新
た
な
形
態
の
政
策
介
入
が
必
要
ー
と
な
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う

N
S
R
の
発
生
に

単
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
品
川
勢
力
を
積
械
的
に
利
川

L
、
経
済
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
、
彼
ら
を
対
象
と
し
た
新
し
い
社
会

政
策
の
実
施
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
の
変
存
圧
力
に
よ
る
政
治
的
基
熔
に
お
け
る
変
化
も
重
要
と
な
る
-
第
一
に
、
経
治
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
体
的
側
凶
お
よ

び
料
念
的
側
而
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
背
景
ー
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
勢
ん
が
党
言
力
を
強
め
て
い
る
c

第
一
に
、
経
済
社
会
球
境
の
変
化
に
作
い
、

ま
た
、

経
済
成
長
と
そ
の
分
配
へ
の
政
治
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
揺
ら
い
で
い
る
c

ま
ず
、
情
級
政
治
レ
ベ
ル
で
は
、
従
来
の
労
使
妥
協
を
重
荷
と
感

じ
始
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
川
休
ヤ
競
争
セ
ク
タ
ー
労
働
者
が
、
既
存
の
制
度
基
盤
か
ら
離
脱
し
て
い
く
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(マ
O戸
z
m
ω
O口

P
H】
巳
担
当

E
Z
E
H
3
2
3
ま
た
、
政
党
政
治
レ
ベ
ル
で
も
、
主
要
な
既
存
政
党
の
衰
退
、
新
し
い
社
会
運
動
の
台
頭
、

お
よ
び
「
新
し
い
政

jt;，土60(1-22)22



ム
日
」
を
担
、
っ
政
党
の
登
場
な
ど
が
指
抗
さ
れ
て
い
る

(
小
野
一

c
o
o
-
つ
ま
り
、
階
級
政
党
政
治
レ
ベ
ル
に
お
け
る
経
済
成
長
お
よ

び
そ
の
分
配
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
依
拠
し
た
よ
持
調
達
と
い
、
つ
「
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
」
段
階
の
政
治
的
機
能
は
限
界
に
直
面
し
て
い
る
υ

む

し
ろ
、
現
在
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
勢
力
の
一
般
的
な
優
位
と
い
う
条
什
い
で
、
経
済
セ
ク
タ
ー
問
で
の
分
附
や
附
級
交
差
連
合
の
進
展
、
既
存

の
社
会
政
策
に
既
得
権
，
仕
を
持
つ
人
々
と
そ
れ
を
持
た
な
い
人
々
と
の
対
立
な
ど
、
多
憾
な
対
i

リ
軌
が
顕
在
化
し
て
い
る
じ
そ
し
て
、
こ
の

『
止
脈
に
お
い
て
重
要
と
な
る
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ア
イ
デ
ア
的
・
一
口
説
的
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
。
卜
述
の
プ
ラ
イ
ス

(回一
v
~
F
r
N
C
C
印
)

や
ヘ
イ

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
、
つ
fi脈
の
巾
で
、
経
尚
一
回
同
、
土
義
的
な
対
応
の
不
可
避
性
や
従

(--ど

N
(
)
C
出
)

米
刑
の
対
応
の
凶
縦
性
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
問
待
を
縮
小
し
よ
う
ー
と
す
る
動
き
が
牛
じ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
型
の
福
祉

国
家
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
刈
抗
と
し
て
「
第
一
一
の
道
」
を
提
案
し
た
ギ
一
ア
ン
ズ

(口一己
E
O
ヨ
ω
}
m
x
v叶
)

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

平
等
の
概
念
に
変
化
(
現
段
階
で
の
平
手
か
ら
一
フ
イ
フ
コ
ー
ス
全
体
を
通
じ
た
干
等
)

が
も
た
ら
さ
れ
、
新
た
な

H
統
化
再
説
と
し
て
、
社

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

会
的
包
摂
や
何
人
の
自
律
が
強
調
き
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
つ
の
基
燥
の
変
化
に
伴
い
、
諸
政
策
の
特
徴
に
は
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
る
。
経
済
政
策
で
は
、
埋
め

込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
お
よ
び
フ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
的
発
反
様
式
を
前
提
と
し
た
マ
ク
ロ
需
要
管
理
政
策
を
通
じ
た
経
済
成
長
の
実
現
が
凶

離
と
な
り
、
経
済
白
山
↓
丁
表
優
位
の
も
と
で
、
邦
政
策
介
入
を
通
じ
て
、
新
た
な
党
以
肢
体
式
の
確
立
が
検
索
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
国

際
競
争
力
の
確
保
が
、
土
袋
な
日
掠
と
な
り
、
経
済
政
策
の
主
点
は
、
規
制
緩
和
・
口
同
化
や
戦
階
的
な
介
入
政
策
な
と
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
サ

プ
ラ
イ
サ
イ
ド
中
心
の
経
済
政
策
に
置
か
れ
て
い
る
。
他
方
、
什
会
政
策
は
、
雇
用
形
態
お
よ
び
家
放
形
態
の
流
動
化
が
進
展
す
る
ポ
ス

コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
の
制
祉
の
切
り
卜
げ
が
リ
指
さ
れ
る
方
で
、

ト
産
業
社
会
と
い
う
主
脈
で

ス
キ
ル
投
資
の
支
緩
や
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
よ
る

K
S
R
集
団
の
社
会
的
包
摂
を
積
極
的
に
促
す
こ
と
も

U
様
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
社
会
政
策
の
コ
ス
ト
山
の
強
調
や

社
会
的
ン
テ
ィ
ス
ン
ン
ッ
プ
に
お
け
る
売
務
的
側
面
へ
の
注

R
を
通
じ
て
、
福
祉
受
給
惟
と
就
労
を
結
び
つ
け
る
狭
売
の
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
化

北法以)(1-23)23



l此

戸

1
~

が
2

江
川
H
N
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じ
れ
る

coつ〔一
E

N

3

3

{

N

O
包

N
一

44一戸」
r
N
(
)
む
包
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円
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4
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5

一
T

乃
で

l
H戸
(
{
」
川
ザ
ペ
の

v
M
C
{
)
(
)
一で
m
n
r
t
H戸
仏
叶
}
川
合

C
C
O
H
J命
日

c
c
c一

〈一一

c-)、
同
時
に

込

}附

社
ヘ
一
日
前
包
摂
の
手
め

rhノ
一
ア
ー
ベ

l
シ
【
/
、
心
、
村
会
的
投
資
ー
と
い
う
側
一
川
も
強
訴

〆
の
吋
九
つ
戸
前
ス
ニ
J
M
H
ヨ
斗
山
口
一
回
以
門

jiy門
知
吋
斤
】
}
山
岳
(
)
叫
ヨ
川

ωυ
ご
〕
ぬ
I

/

円
〈
「
コ
ρ

の
}

ω
ロ
ロ
叫
〉
。
そ
し
て
、
政
治
的
哉
盤
も
変
化
し
、
階
級
‘
政
hvy
政
治
レ
ペ
ル
に
お
け

さ
れ
ご
い
る

る
れ
符
成
長
と
そ
の
分
陀
へ
の
コ
シ
計
ン
』
リ
ス
は
謡
ら
ぎ
、
匂
人
の
日
体
汁
が
強

調
さ
れ
、

析

な

ノ三h

F者ぴ)
;攻 γ
;主ィ;
:l! ~:、

域 I
.t;; 二
J.，、
るな
可ベ

マ:E l抗1
1門知

トi摂
旦うす

!日 1七
勺討
m 

H! '兄ι
ぞっ プ

ネ末 、

済る
})C 

p

」れ
h

ん
の
変
化
は
、

策
の

ら
し
、
政
策
八
土
%
と

L
ご、

グ
ロ
ー
バ
ル
ル
ー
の
巾
で
抗
争
刀
を

い
か
ド
球
保
寸
る
か
と
い
つ
こ
と
に
主
臼
が
置
か
れ
て
い
e
b
た
め
、
「
川
明
争
志
向
一

へ
の
寸
法
一
千
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
小
川
経
済
之
斗
自
主
義
復
位

の
間
際
経
済
体
制

ス
ド
・
フ
ォ

i
デ

f
ズ
ム
的
発
l

出比一桜
h

入
、
お
よ
び
注
殺

争
力
の
税
保
お
よ
び
俳
人
の
自
律
件
干
社
会
的
包
摂

yγ
〕
7
1
統
化
一
円
九
に
依
拠

し
、
戸
}
れ
ら
の
持
基
幣
を
結
び
つ
げ
ふ
た
め
の
政
策
と
し
亡
、
ミ
ク
口
競
争
り
政

比
一
周
お
よ
び

凶
品
化
政
宗
に
「
ス
て
お
叫
日
付
け
ら
れ
る
街
中
J

凶
米
を

ぺ
散
と
小
J

記
lh
刊
の
目
的
祉
国
家
一
と
従
え
る

一/
R
2参
沼
山
し

-
)
こ
で
、
何
百
す
べ
主
点
が
一
二
点
あ
る
つ
時
心

に
、
日
川
ム
川
の
段
階
を
「
続
争
志
向

と
従
え
る
こ
と
は
、
「
ケ
イ
ン
ズ
、
一
丁
義
一
段
階
で
競
争
が
存
在
ー
一
な
か
っ
た
こ
い
/

〈τ立争，J，:rtJグ)干Ldイ'ilL芳、〉

どは治的立高 ~;r> ぐ統計社会的茶~~i'ノ

五立与1Jのl'をi込 持出席HIL義

およひ / 校-'j:;l、re:-JO) 心〉樗f位

住人のAct性¥ i:~-hlJJW~<: 

材:三千γムmの / 
ホスト

寸'j;{ぉJ/;寸1ιいふ上匂司 ¥ ----
ブ ι ブイズム

支持調主主 lカ禿反株式

政策 ミクu:，;;i，与}J政経 l神前-早川と京放のirl.At化手前提とした
{ I'I!売品化政策;)~-I 公j

~W、抗ハ rl'2412~

競争志向の福祉国家(筆者作成)図2



を
立
味
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
同
段
階
に
お
け
る
諸
政
策
の
特
徴
に
山
米
し
て
い
る
υ

第
一
一
に
、
「
山
肌
争
志
向
」

の
制
祉
同
家
は
、
「
ケ

イ
ン
ズ
、
土
義
」
段
階
に
お
け
る
政
策
の
放
棄
を
意
味
し
な
い
。
こ
こ
で
の
整
理
は
理
念
則
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
新
た
な
環
境
に

辿
応
す
る
た
め
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
段
附
の
諸
特
徴
を
修
け
す
る
方
で
、
新
た
な
政
策
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
下
測
さ
れ
る
。
第
三
に
、

こ
の
段
階
の
変
容
は
収
般
を
も
た
ら
す
と
は
い
え
な
い
じ
す
な
わ
ち
、
上
述
の
よ
う
に
、
各
国
こ
と
に
政
策
遺
産
お
よ
び
諸
制
度
基
粧
が
川
入

な
い
り
、
諸
ア
ク
タ
ー
の
行
為
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
カ
ム
に
結
び
つ
く
た
め
、
収
放
に
主
る
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
福
祉
凶
家
の
定
義
が
示

唆
す
る
よ
う
に
、

U
標
達
成
の
た
め
に
は
絞
数
の
選
択
肢
が
存
存
し
て
い
る
υ

従
っ
て
、
類
、
却
し
論
に
よ
っ
て
、
新
た
な
段
階
に
お
け
る
共
通

性
ー
と
差
異
を
但
出
世
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
論
正
の
誠
忠
で
あ
る
c

次
節
で
は
、
「
ケ
イ
ン
ズ
王
義
」
段
附
か
ら
「
競
争
志
向
」

段
階
へ
の
変
一
件
を
、
ど
の
よ
う
に
挺
え
る
べ
き
か
と
い
う
八
一
叩
白
'
に
対
す
る
解
祥
を
則
ら
か
に
し
、
本
稿
の
五
張
の
理
論
的
合
志
を
検
討
す
る
仁

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

結

論

福

祉

国

家

の

「
再
編
」
と
そ
の
理
論
的
合
意

五

本
節
で
は
、
治
環
境
の
変
化
に
伴
、
つ
「
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
」
桝
祉
川
門
家
の
段
階
か
ら
「
競
争
志
向
」
の
福
相
国
J

本
の
段
陪
へ
の
変
容
が
ど

の
よ
う
な
性
格
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
卜
で
、
木
稿
の
主
張
の
持
つ
一
理
論
的
合
意
を
明
ら
か
に
す
る
υ

卜
述
の
よ
う
に
、
諸
某
盤
お
よ
び

諸
政
策
な
と
が
変
化
す
る
一
方
で
、
経
治
過
程
へ
の
介
入
お
よ
び
公
共
政
策
を
通
じ
た
統
合
と
い
う
愉
付
同
家
の
コ
ア
は
維
持
さ
れ
て
い
る

た
め
、
福
祉
国
家
か
ら
の
「
離
脱
」
や
福
祉
国
家
の
「
持
続
」

で
は
な
く
、
福
祉
凶
家
の
「
再
編
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
、
ム
丁
張
を
品
知
県
し
置
し
た
上
で
、
政
治
学
お
よ
び
現
代
指
祉
川
門
家
論
に
お
け
る
珂
論
的
含
意
を
確
認
す
る
c

(
二
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
の
「
内
編
」

北法以)(1-25)25
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本
稿
で
整
理
し
て
き
た
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
的
段
階
か
ら
「
競
争
志
向
」

の
段
階
へ
の
変
容
は
、
制
付
同
会
ー
か
ら
の
別
の
形
態
へ
の
「
移

jt;，土60(1-26)訂1

ーふ
i師

行
」
を

E
昧
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
福
祉
国
家
の
「
内
編
」
も
し
く
は
「
持
続
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。
別
の
凶
家
形
態
へ
の
移

9
一

行
を
説
く
論
苫
と
し
て
、
ジ
ヱ
ソ
ソ
プ
や
ザ

l
ニ
ー
ら
が
お
り
、
福
相
凶
米
の
持
続
を
説
く
諭
吉
と
し
て
、

F
・
ピ
ア
ソ
ン
ら
の
「
福
祉

国
家
の
新
し
い
政
治
」
論
が
あ
る
ι

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
存
立
場
の
代
表
的
な
主
張
を
椛
認
す
る
c

例
え
ば
、
ジ
ュ
ソ

y
プ
は
、
近
年
の

福
祉
凶
家
の
動
向
を
、
経
済
政
策
お
よ
び
社
会
政
策
の
介
入
パ
タ
ー
ン
、
政
策
が
実
施
さ
れ
る
規
模
や
単
伏
、

お
よ
び
経
済
社
会
問
題
へ
の

調
整
形
態
と
い
う
四
つ
の
観
占
か
ら
、
「
ケ
イ
ン
ズ
烹
義
的
福
祉
国
民
同
一
本
」
か
ら
「
シ
コ
ン
ペ

l
タ
l
主
義
的
ワ
ー
ク
フ
工
ア
ポ
ス
ト
因

へ
の
移
行
ー
と
従
え
る
。

と
重
点
が
変
化
し
、
社
会
政
策
に
お
い
て
、
川
体
交
渉
に
基
づ
く
賃
金
決
定
や
社
会
権
の
拡
大
か
ら
経
済
政
策
へ
の
従
属
化
と
い
う
傾
阿
が

顕
詰
と
な
り
、
』
伯
付
受
給
権
と
就
労
を
リ
、
〆
ク
さ
せ
る
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
小
す
っ
ま
た
、
規
慌
に
関
し
て
、
単
位

・
下
ん
(
同
内
の
口
治
体
)

ζ立。
lf-
uつ
) 

て=

'" c 
( 

凶
) 

つ
ま
り
、
経
済
政
策
に
お
い
て

マ
ク
口
経
治
管
理
か
ら
競
予
力
促
進
政
策
へ

民
的
レ
ジ
ー
ム
」

と
し
て
の
川
民
同
家
の
優
位
が
弱
ま
り
、
卜
ん
(
凶
際
機
関
)

と
権
ん
が
分
散
し
つ
つ
あ
り
、
調
整
，
形
態
に
関
し
て
は
、
政
府
お
よ
び
?
山
坊
の
失
敗
に
対
出
す
る
た
め
、
苅
ア
ク
タ
ー
の
協
調
に
よ
る
ガ
パ

-
横
方
向
(
同
家
間
協
調
)
と
い
う
一
方
向
へ

ナ
ン
ス
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
重
授
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
じ
池
上
刀
、

サ

(
(
U
E

ヨ
}

]

M

V

埠
(
)
占
}
坦
坦

ω一
]
沼
市
V

斗
)

は
、
同
氏
同
家
が

作
動
す
る
文
脈
の
変
化
に
注
目
し
て
、
「
福
祉
川
本
」
か
ら
「
競
争
国
家
」
へ
の
移
行
と
み
な
す
υ

展
に
よ
り
川
際
i

税
争
が
激
化
し
た
結
果
、
国
家
は
、
例
え
ば
、
「
凶
際
資
本
に
好
都
合
な
条
件
を
作
り
附
す
こ
と
に
川
家
の
行
為
を
限
定
す
る
」

つ
ま
り
、
経
消
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

削
向
(
円
2

3

5
ヨ一日】
t
H
H
)

}
沼
市
山
、
戸
℃
凶
山
市
町
)

を
持
つ
の
で
あ
る
c

や

「

百芥
い領
換 iι4
λ 門

オL Iこ
ば{す
、情
， -，-
JFJ 1.， 
不尽

令請
お1舌
焦重~J
会
出工

が万

里李
主円
よ!玉

、り L
も一 日

fH 
オl ↓肖

る花
活ぇ

学主

主手
'Ii る
nロ L

生削
工 lり
そo

*~ (守
態 2
か号

ら
、
同
家
の
経
消
活
動
お
よ
び
国
家
構
造
の
そ
の
他
の
要
素
を
山
口
商
品
化
も
し
く
は
市
場
化
す
る
形
態
へ
と
移
っ
て
い
る
」

(円

2
5吋
H

U
司
{

)

4

七
日
山
)
。
両
者
の
議
論
に
基
づ
く
と
、
上
述
し
た
近
年
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
の
変
容
は
、
福
祉
国

の
で
あ
る



裂
か
ら
別
の
形
態
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
つ

他
ト
力
、
制
祉
同
家
の
持
続
性
を
説
く
論
者
と
し
て
、

p
・
ピ
ア
ソ
ン
に
代
表
き
れ
る
「
福
祉
凶
家
の
新
し
い
政
治
」
論
が
あ
る

(
特
に
初

期
の
緋
究
ー
と
し
て

-
v
p告
さ
ロ
]
三
弁
]
主
主
。
彼
の
主
張
の
ポ
イ
ン
}
は
、
政
策
決
定
者
の
政
治
的
円
楳
お
よ
び
福
祉
川
家
の
政
治
的
丈

脈
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
た
め
、
福
相
国
J

本
の
拡
大
期
と
削
減
期
の
政
治
が
質
的
に
同
人
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
新
し
い
政
治

下
で
は
、
①
削
減
と
い
う
不
人
気
な

H
標
お
よ
び
一
ぬ
福
祉
国
家
の
政
策
フ
ィ
ー
ド
パ

y
ク
効
県
(
既
存
政
策
へ
の
口

y
ク
イ
ン
や
受
持
者
団

休
の
人
一
一
円
頭
な
と
)

に
よ
り
、
福
判
国
家
の
改
革
は
悶
離
に
な
る
c

こ
の
伺
角
を
も
と
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
楕
造
の
持
続
性
お
よ
び
公
共
1
4
出
の

安
定
性
を
根
拠
に
、
福
相
国
家
の
仔
続
性
を
前
提
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
造
の
重
要
性
に
注

H
し
た
理
論
枠
組
に
よ
っ
て
分
析
を
行
、
つ
「

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
占
は
、
「
新
し
い
政
治
論
」

の
強
川
内
…
に
あ
る
。
彼
ら
の
王
要
な
川
問
題
は
、
福
祉
問
訴
の
持
続
件
を
前
提
と
し
て
、

そ
れ
ら
を
「
説
明
」
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
汗
い
換
え
れ
ば
、
信
相
国
一
本
論
の
一
一
つ
の
理
論
的
科
起
の
中
で
、
「
特
徴
把
射
」
と
い
う
よ
り
も
「
動

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

態
の
説
明
」
に
力
点
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
特
徴
担
握
」
と
い
う
論
点
に
関
す
る
宇
張
も
、
分
析
の
前
提
と
し
て
「
新

し
い
政
治
」
論
の
部
を
構
成
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
を
持
続
性
論
者
ー
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
は
妥
主
で
あ
る
c

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
者
の
、
土
張
を
ど
の
よ
う
に
評
判
川
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
c

ま
ず
碓
引
出
し
て
お
く
べ
き
い
い
と
し
て
、
比
較
福
制
国

来
研
究
者
の
多
く
は
、
ケ
イ
ン
ズ
五
義
的
制
付
同
家
を
文
え
て
き
た
諸
基
幣
や
諸
政
策
の
特
徴
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
概

ね
の
ム

n
Eが
あ
る
υ

従
っ
て
、
論
点
は
、
そ
の
帰
結
を
と
う
評
何
す
る
か
で
あ
る
-
ま
ず
、
別
の
形
態
へ
の
「
移
行
」
を
説
く
論
者
の
よ
う

に
、
現
在
の
粘
微
を
、
福
祉
川
家
か
ら
の
倣
込
を
含
志
す
る
ワ
ー
ク
フ
L

ア
レ
ジ
ー
ム
化
交
税
争
国
家
化
ー
と
一
吋
仙
す
る
の
は
一
面
的
で
あ
り
、

l¥以
5 卜
R の
へょ
のう
対な
応近
の年
必の
要干十
件会
か政
ら策
、σ〕
社変
主化
街。〕
投持
資三
」市

レ梅
ジ出
l や
ム午
と新
ぃ件
う貴
新早
LifE 
いと
dJ す
ル」

振と
レに
ジな
l り
ム治、
がね
生な
起い

与例
つえ
あば
る
こイ
と工
をン
主ソ
張ン
j一り

るは

こ
の
レ
ジ
ー
ム
は
、
巾
場
組
和
的
で
起
業
家
的
な
凶
家
を
強
制
す
る
点
で
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
共
通
す
る
が
、
単
に
社
会
政
策
の
縮
減

北法以lU.2i)27
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を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
社
会
的
凝
集
の
持
つ
重
要
件
を
考
慮
し
、
十
本
来
志
向
で
社
会
的
投
資
と
い
う
側
山
に
適
ム
門
的
な
政
策
を
実
現
し
て

刊一一

い
く
こ
と
を

U
指
し
て
い
る
(
す
ま

EPH己
目
E
巳
Z
Rロ
ロ
包
(
)
山
七
七
∞
ω
∞
中
)
。
同
八
体
的
に
は
、
積
秘
的
な
同
家
、

ア
ク
テ
ィ
ベ

l
シ
ョ

ーふ
i師

ン
へ
の
コ
ミ

y
ト
、
お
よ
び
社
会
政
策
の
牛
耳
院
院
な
ど
が
い
け
リ
さ
れ
る
。
ま
た
、

(
2
5
2
N
C
(
)羽

は
、
保
育
な
ど
の
社
会

ク
ラ
ソ
セ
ン

サ
ー
ビ
ス
領
域
で
は
、
「
社
会
的
投
資
」
や
「
モ
ダ
ナ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
」
と
い
う
傾
向
が
存
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
c

つ
ま
り
、
近

年
の
材
祉
川
家
改
草
で
導
入
さ
れ
た
社
会
政
策
は
、
福
祉
国
家
の
縮
小
を
合
意
す
る
ワ
ー
ク
フ
コ
ア
化
や
競
争
因
不
化
と
い
う
傾
向
の
み
に

よ
っ
て
は
捉
え
き
れ
な
い
「
価
制
国
家
の
川
刷
新
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
側
而
を
持
つ
と
い
え
る
コ
百
ぃ
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
、
新
た

な
経
済
・
牡
会
環
境
下
に
お
け
る
、
新
た
な
公
正
の
あ
り
方
や
連
帯
の
基
線
を
模
古
川
す
る
助
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。

他

h
、
「
持
続
性
」
を
説
く
論
者
の
よ
う
に
、
あ
る
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
持
続
件
や
一
公
共
支
出
の
安
定
牲
に
引
回
す
る
こ
と
は
、
上
述
の

よ
う
な
福
祉
国
家
を
特
徴
付
け
る
諸
基
盤
お
よ
び
諸
政
策
に
お
け
る
質
的
転
換
を
軒
姐
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
第
一
に
、
特
定
の

政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
持
続
は
、
必
ず
し
も
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
倍
付
国
家
の
持
続
を
含

E
し
な
い
ロ
例
え
は
、
あ
る
政
策
を
維
持

し
な
が
ら
も
、
新
た
な
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
祉
国
家
全
体
の
件
情
に
大
き
な
変
行
が
ヰ
じ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
第
一
に
、

は
、
政
治
経
済
、
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
(
の
変
作
)
を
計
何
す
る
た
め
の
代
林
的
な

特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
公
共
1
4
出
(
の
動
向
)

指
標
に
す
ぎ
な
い
υ

従
っ
て
、
そ
の
指
標
が
有
効
性
を
持
つ
た
め
に
は
、
指
付
国
家
に
変
人
件
が
牛
じ
て
い
る
か
斉
か
を
判
断
す
る
た
め
の
用

論
的
机
角
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
-
そ
の
た
め
に
は
、
第
論
文
で
示
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
「
伯
祉
同
家
と
は
何
で
あ
る
か
、

つ
ま
り
、
福
祉
国
家
の
概

そ
し
て
、

と
の
よ
う
な
諸
基
体
や
諸
政
策
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
」
ー
と
い
う
論
点
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
c

念
を
た
義
し
、

そ
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
の
枠
組
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
c

し
か
し
、
「
持
続
性
」
を
説
く
論
苫
は
、
「
早
稲
制
国

衰
の
従
属
変
数
問
題
」
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
(
え

C
ヨ
E

F
号
3
2】

N
C
C
A
n
-
E
E
Eヰ
巴
再
三

ω
gさ
よ
う
に
、

福
祉
同
家
に
関
す
る
十
分
な
斜
論
的
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。

jt;，土60(1-28)28



こ
こ
で

「
移
訂
」
お
よ
び
「
持
続
性
」
を
説
く
論
者
の
一
議
論
が
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
者
に
お
け
る
福
相
国
家
の
定
義
の
特
殊
性
や
隠

昧
さ
で
あ
る
υ

例
え
は
、
「
移
行
」
を
主
張
す
る
論
者
は
、

ケ
イ
ン
ズ
示
義
段
階
と
現
在
の
、
信
共
を
強
調
す
る
た
め
、

ケ
イ
ン
ズ
主
草
花
段
階

に
阿
有
な
経
治
・
社
会
、
ン
ス
テ
ム
ー
と
凶
一
家
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
い
伺
祉
問
家
を
定
義
づ
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
、
福
祉
国
家
を
ケ

イ
ン
ズ
、
土
義
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
c

一
門
い
換
、
え
れ
ば
、
福
相
国
家
を
、
白
山
民
主
主
義
と
資
本
ム
丁
義
絞
済
を
前
提
と
し
た
抽
象
的
な
固

家
経
済
・
社
会
関
係
の
総
体
と
し
て
定
義
付
け
て
い
な
い
。
も
し
村
祉
同
家
が
ケ
イ
、
〆
ズ
、
土
義
的
な
も
の
で
し
か
な
い
な
ら
ば
、

そ
も
そ

も
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
と
い
う
接
頭
説
は
必
姿
な
い
υ

一
被
一
以
読
の
存
存
は
、
少
な
く
と
も
別
の
形
態
の
存
杭
を
含
志
し
て
い
る
コ
他
方
で
、
「
持

続
性
」
を
説
く
論
者
は
、
福
祉
国
家
と
は
何
か
を
明
示
的
に
論
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の
持
続
性
を
前
提
ー
と
し
て
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
を
孔

明
す
る
c

つ
ま
り
、
両
者
に
共
通
す
る
問
題
白
'
は
、
福
祉
国
家
の
概
念
に
闘
す
る
不
分
な
検
討
で
あ
る
c

桝
祉
川
門
家
の
変
存
を
詳
仙
す
る

上
で
は
、

卜
述
の
よ
う
に
、
定
義
の
有
効
性
が
前
提
と
な
る
。
も
し
何
祉
同
家
の
ど
義
が
明
確
か
つ
妥
ψ
ー
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
適
切
な
許

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

何
軸
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
合
意
し
、

そ
の
主
張
は
説
得
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
っ

従
っ
て
、
も
う
民
福
祉
同
家
の
定
義
に
?
V
一ち
一民
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
節
で
ど
義
し
た
よ
う
に
、
福
祉
凶
家
は
、
白
由
民
烹
主
義
と
資

本
主
義
の
進
民
お
よ
び
産
業
化
・
近
代
化
の
進
展
と
い
う
段
階
に
お
け
る
、
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
と
国
家
の
川
象
的
な
関
係
を
指
す
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
ケ
イ
ン
ズ
王
表
段
階
な
ど
具
体
的
な
経
済
・
社
会
ン
ス
テ
ム
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
っ

つ
ま
り
、
村
祉
同
家
と

は
、
同
家
が
経
済
過
桂
に
介
入
し
、
い
栓
凶
成
長
と
早
用
を
一
五
現
し
、
公
共
政
策
に
よ
る
内
分
配
を
通
じ
て
、
市
民
に
社
会
的
保
護
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
統
台
を
阿
る
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
定
義
を
前
提
ー
と
す
る
と
、
第
一
節
か
ら
第
四
節
で
確
認
し
て
き
た
現
存
の

諸
変
化
が
小
唆
す
る
こ
と
は
、
稿
祉
凶
家
の
諸
廿
常
盤
お
よ
び
諸
政
取
に
人
き
な
変
化
は
生
じ
て
い
る
が
、
経
済
過
程
へ
の
介
入
と
公
共
政
後

を
通
じ
た
政
治
的
統
合
の
実
現
と
い
う
稿
付
国
家
の
重
安
な
構
成
要
素
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
つ

つ
ま
り
、
「
ケ
イ
ン
ス
主
義

一三
一

的
」
段
階
か
ら
「
競
争
志
向
」
段
階
へ
の
変
容
は
、
別
の
形
態
へ
の
「
移
行
」
や
福
祉
国
家
の
「
持
続
」
で
は
な
く
、
福
祉
国
家
の
「
什
編
」

北法以)(1-29)29



"見

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
相
国
家
は
、
経
一
凶
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
逆
民
お
よ
び
ポ
ス

ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
を
受
け
、
「
ケ
イ
ン
ズ
示
義
的
」
段
階
か
ら
「
競
争
志
向
」

の
段
階
へ
と
質
的
に
大
き
く
転
換
し
、
そ
の
諸
基
盤
お

ーふ
i師

よ
び
政
策
的
特
徽
を
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
)
用
論
的
合
意

本
稿
は
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
同
家
の
党
容
を
捉
え
る
た
め
の
分
析
枠
組
(
段
階
論
)
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
o

第
一

論
文
で
示
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
福
祉
凶
家
の
定
義
に
立
ち
戻
っ
た
上
で
、
同
家
が
経
凶
過
程
に
介
入
し
、
経
済
成
長
と
雇
川
を
実
現
し
、
公

共
政
策
に
よ
る
再
分
配
を
通
じ
て
、
市
民
に
社
会
的
保
議
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
統
合
を
図
る
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
定
義
付
け
た
じ
そ

7
4
1
デ
イ
ズ
ム
的
発
展
体
式
お
よ
び
経
済
成
長
と
そ
の

し
て
、
戦
後
の
統
治
成
長
を
l
え
え
た
段
階
を
、
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、

分
配
に
よ
る
豊
か
さ
の
実
現
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
依
拠
し
、
マ
ク
ロ
需
安
管
刑
判
政
策
お
よ
び
脱
商
品
化
政
策
か
ら
特
徽
付
け
ら
れ
る
「
ケ

イ
ン
ズ
、
五
詩
的
福
相
国
家
」
ー
と
似
え
た
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
を
も
と
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
民
お
よ
び
ポ
ス
}
産
業
什
会
へ
の
移
行
に

伴
い
、
福
相
国
家
が
変
容
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
碓
~
引
出
し
た
じ
そ
し
て
、
現
在
の
段
階
を
、
経
済
白
山
王
義
優
位
の
国
際
経
凶
レ
ジ
ー
ム
、

ポ
ス
ト
フ
ォ
デ

f
ズ
ム
的
発
展
様
式
お
よ
び
J

印
刷
争
力
僻
保
と
社
会
的
包
釈
や
制
人
の
白
川
律
件
と
い
う
正
統
化
一
口
説
に
依
拠
し
、
ミ
ク
口
説

(
再
)
商
品
化
政
策
か
ら
特
徴
付
け
ら
れ
る

J
闘
争
志
向
の
福
相
国
家
」
と
し
た
コ
重
要
な
点
は
、
市
川
片
品
幣
お
よ
び
諸
政

争
力
政
策
お
よ
び

策
に
大
き
な
変
化
は
児
ら
れ
る
も
の
の
、
経
済
過
科
へ
の
介
入
お
よ
び
公
共
政
策
を
通
じ
た
政
治
的
統
台
ー
と
い
う
ー
侃
祉
問
家
の
コ
ア
は
維
持

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
変
存
は
福
祉
国
家
の

「
門
編
」
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
に
あ
る

(衣
l
参
照
)

C

そ
れ
で
は
、
本
稿
の
議
論
の
持
つ
理
論
的
合
立
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
本
稿
の
議
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
国
家

一
計
一

能
力
が
哀
込
す
る
と
い
う
下
張
ぢ
円
山
吉
己
売

5
2
)
と
は
一
線
を
附
す
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
あ
る
政
策
領
域
に
お
け
る
選
択
肢
の

jt;，土60¥1.30):;0



一
け
表
出
と
み
な
す
自
で
不
十
一
介
ゃ
あ
る
〈
列
え

マ
ク
口
経
済
政
策
)
合
同
家
能
力

は
、
川
門
家
は
、
日
椋
達
成
の
た
め
の
多
様
な
政
策
子
段
を
保
将
司
J

て
お
り
、
あ
る
孜
災
知
的
叫
で
口
洋

川
い
を
失
っ
た
と
し
亡
も
、
引
の
氏
本
領
域
へ
の
介
人
に
上
二
¥
州
市
寸
の
ア
ウ
ト
カ
ム
合
法
成

L
う

る
ま
た
、

ア
ク
タ
ー
山
内
の
但
片
依
亨
協
羽
関
係
が
強
ま
る
中
仁
、

同
家
は
、

的
や
r
M

置
を
占
め
る
こ
と
に
ふ

n
、
f

平
民
的
な
地
山
H
1
L
没
、
〆
引
き
伴
、
え
に
、

i吋
按
eS 
なぞ
B 0) 
初l 問
迷係
;友ぴ)
詑ー「下
す寸九心

を
叩
捜
但
け
す
る
こ
と
も
あ
り
行
る

(ン{川向】【戸]沼山山品目白一戸。仏(川
J

H

C

也、
U

れヘコ}ピ百二〔一円
N
C
C
M
J
J
J
ν
t
z

山C
C
山C
J
P
R
Y
こ
〉
山
川
コ
♂
、

ゲ
ロ
マ
ー
八
ル
化
的
進
畏
と
川
門
家
従
力
の
山
間
一
尚
一
に
つ
ど
k

枚
討
さ
れ
る
べ

き
品
川
口
は
、

yz一
家
能
力
の
い
民
湿
の
ム
什
県
で
は
な
ノ
¥
Y引
手
れ
に
よ
る
影
響
力
行
使
に
お
け
る
形
詑
ι

の
す
J

化
で
あ
る

ïf.t?廿呪 i芦ンステム止しとの恒仕田家(7)~精

V

ぺ
{
」
つ

f
h

、
よ
れ
主
要
な
問
題
ー
っ
と
し
て
、
図
示
能
力
円
以
ぷ
い
と
い
へ
想
定
が
、
変
ん
将
司
カ
に
材
、
〕

て
、
受
動
的
な
対
沿
し
か
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
合
立
し
て

L
三
、
つ
こ
と
に
あ
る
。
ご
の
よ
、
つ
に
怒

い
ん
す
る
ご
と
は
、
叩
宅
内
視
変
化
へ
の
ア
ク
タ
ー
の

i
体
的
・
戦
齢
的
な
対
ー
ん
と
い
下
J

問
問
よ
U
H

合
併
桝
し
か

ね
な
い
ぺ
上
述
し
た
よ
う
に
、
ゲ
口
、
ー
パ
ル
化
の

に
お
い
て
凡
治
シ
寸
~
」
と
が
v
Z
3
bぷ
い
日
は
、

ア
ノ
ペ
デ
ア
り
刊
・
一
μ
説
的
な
イ
/
ペ
ク
「
の
持
つ
且
山
古
作
一
じ
為
っ
た
。
政
治
ア
ク
タ
ー
は
、

UE
ら
の
は

治
日
繰
の
た
め
、
経
済
の
グ
つ
?
パ
ル
九
%
の
進
桟
と
い
う
現
r
M
4

に
た
し
と
具
な
る
意
味
を
主
体
的
に

付
与

L
、
そ
の
実
況
帝
国
指
す
と
い
う
町
出
が
あ
る
G

孜
治
υ
7
3
は
こ
の
決
p

目
的
ゲ
イ
ナ
ミ
又
ム
を
捉

λ
る
必
要
が
一
め
司
令の宝

仙
ム
州
は

や
侃
一
刊
凶
4

阜
の

一
持
続
性
一
を
一
丸
く
論
者

倍
付
同
家
か
ら
の

ま
「九

競争念lま(f:J畠社与割安

J経済自由主義の優位 とポスト

フ~ -)""1ズム百発畏様式、 '/Joi. 
争力的実現と4工会包摂均個人(ワ
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認を，t， ú~ するC:- C いより統合を凶 ó政治的，刀 スμ

了
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福祉国家のニつの段階(筆者作成)表1



"見

と
も
異
な
る
。
卜
述
の
よ
う
に
、
両
論
者
の
問
題
白
の
ひ
と
つ
は
、
福
祉
国
家
の
不
十
一
分
な
概
念
化
に
あ
っ
た
っ
「
移
行
」
を
説
く
論
者
は
、

ーふ
i師

現
在
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
た
め
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
段
階
に
凶
有
な
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
に
引
き
つ
け
る
形
で
、
信
相
国
家
を
定
義
づ

け
る
傾
向
が
あ
る
c

ま
た
、
「
持
続
性
」
を
説
く
論
者
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
造
の
持
続
性
や
公
共
支
山
の
安
定
性
を
桜
拠
に
、
福
相
国
家
の

持
続
牲
を
川
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
L

例
制
同
家
の
概
念
に
一
炭
り
、
そ
の
特
徴
把
握
を
行
う
と
い
う
理
論
的
説
越
を
回
遊
す
る
傾
向
が
あ

る
。
し
か
し
、
福
祉
川
家
概
念
は
福
祉
同
家
研
究
の
基
慌
で
あ
り
、
「
特
徴
抱
川
世
」
お
よ
び
「
動
態
の
説
明
」
と
い
う
二
つ
の
理
論
的
課
題

に
取
り
組
む
た
め
の
山
禿
点
で
あ
る
た
め
、
「
福
祉
国
家
と
は
何
か
」
を
m
叫
ん
師
化
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
重
要
な
点
と
し
て
、
福
相
国
家
の
正
午
|
八
刀
な
概
念
化
は
、
理
論
的
な
問
題
点
を
合
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
福
相
国
家
の
政
治
的

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
川
見
落
と
し
か
ね
な
い
点
に
あ
る
f

つ
ま
り
、
「
移
行
」
八
一
堂
右
の
よ
う
に
、
担
問
削
国
家
を
阿
有
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
と

結
び
つ
け
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
な
必
安
性
機
能
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
「
持
続
性
」
人
一
冊
苫
の
よ
う
に
、
指
付
回

家
と
は
何
か
の
刑
判
論
化
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
祉
同
家
が
、
経
凶
社
会
的
某
盤
だ
け
で
な
く
、
諸
ア
ク
タ
ー
附
で
の
対
立
や
妥

協
を
含
み
つ
つ
も
、
固
有
の
正
統
化
百
説
に
よ
る
支
持
訓
遣
に
よ
っ
て
統
合
を
夫
現
し
て
い
る
と
い
う
政
治
的
側
山
を
軽
机
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
や
す
い
c

言
い
換
え
れ
ば
、
担
問
祉
川
門
家
(
そ
し
て
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
国
家
一
般
)
は
、
経
済
的
社
会
的
な
機
能
性
に

依
拠
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
凶
有
の
政
治
的
廿
常
盤
と
判
定
の
H
統
化
一
言
説
に
も
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
稿
の
議
論
が
示
唆
す
る
こ
と
は
、
福
祉
川
家
の
山
川
編
(
そ
し
て
、
政
治
M
H
凶
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
川
家
の
変
存
)
を
分
析
・

考
察
す
る
L
じ
で
は
、
第
に
、
諸
環
境
の
変
科
に
対
す
る
受
動
的
な
対
応
ー
と
い
う
側
而
だ
け
で
な
く
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
↓
下
体
的
戦
略
的
対

凶
と
い
う
側
而
を
考
膚
す
る
必
要
が
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
際
に
は
、
制
度
的
・
実
体
的
側
而
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
五
、
λ
る
H
統
化
一
六
円
説

構
成
・
戦
略
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

つ
ま
り
、
福
祉
国
家
の
政
治
性
を
本
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
の
役
割
を
媒
介
と
し
た
構
造
と
主
休
の
相
互
作
用
に
、
引
円
す
る
点
で
政
治
ア
ク
タ
ー

な
ど
の
即
念
的
側
面
に
も
注
目
す
る
、
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

jt;，土60¥1-32):;2



の
主
体
件
を
重
視
し
、
ま
た
、
実
体
的
側
山
だ
け
で
な
く
理
念
的
側
面
も
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
的
基
擦
も
分
析
の
射
梓
に
人
れ
る
。

本
稿
で
促
-
小
し
た
分
析
枠
組
で
は
、
ア
イ
デ
ア
の
変
化
を
探
介
と
し
て
一
不
き
れ
る
政
治
ア
ク
タ
ー
の
干
体
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
段
階
に
お
け
る
経
済
社
会
的
基
盤
だ
け
で
な
く
政
治
的
基
椴
も
重
視
し
、
そ
の
正
統
化
三
市
の
変
化
に
も
注
月
を
し
て
い
る
(
「
ケ
イ
ン

ス
主
義
」
段
階
に
お
け
る
隅
級
政
党
政
治
レ
ベ
ル
に
お
け
る
経
凶
成
長
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
へ
の
依
拠
か
ら
、
「
競
争
志
向
」
段
階
に
お

け
る
競
争
力
の
確
保
お
よ
び
個
人
の
口
律
や
社
会
的
包
摂
の
強
調
へ
の
変
化
)
。

門
院
内
慌
に
、
本
稿
の
議
論
が
、
現
代
福
祉
川
家
論
に
お
け
る
「
特
徴
担
握
」
と
い
、
つ
理
論
的
説
題
に
与
え
る
含
志
を
考
え
よ
う
。
第
一
に
、

情
祉
凶
家
の
段
階
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
公
共
支
山
水
準
や
杭
水
準
な
ど
で
変
化
が
十
分
に
時
一
認
で
き
な
い
ー
と
し
て
も
、
質
的
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
叫
能
性
が
高
い
c

反
代
担
問
祉
川
門
家
論
は
、
こ
の
質
的
転
換
を
捉
、
λ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

稿
祉
凶
家
の
定
義
に
立
ち
返
り
、
政

政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
変
容
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
「
悩
祉
凶
家
の
従
属
変
数
問
題
」
の
解
決
に
役
立
つ
つ
第

段
階
か
ら
競
小
志
向
段
階
へ
の
再
編
は
、
前
者
の
段
階
を
特
徴
付
け
る
諸
政
策
の
放
棄
を
意
味
し
な
い
υ

卜
述
の
よ
う
に
、
両
段
階
に
お
け

る
政
策
の
制
徴
は
あ
く
ま
で
も
理
念
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
い
伺
祉
問
家
は
、
新
た
な
環
境
に
直
面
し
、
従
来
型
の
諸
政
策
を
修
正
す

ケ
イ
ン
ズ
主
義

る
一
点
で
、
新
た
な
掛
町
田
に
対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
政
策
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
c

そ
し
て
、
第
二
に
、
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
よ
う

に
、
制
祉
川
家
の
段
階
の
変
化
は
必
ず
し
も
収
数
を
玄
味
し
な
い
。
つ
ま
り
、
段
階
の
変
化
は
各
国
に
共
通
し
た
傾
向
を
表
現
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
た
め
、
各
段
階
に
お
け
る
多
様
性
の
存
存
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
)
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
各
川
で
直
面
し
て
い
た
問
題

か
っ
諸
制
度
・
諸
ア
ク
タ
ー
に
媒
介
さ
れ
て
ア
ウ
ト
カ
ム
に
到
達
す
る
た
め
、
収
紋
が
ヰ
じ
る
と
は
老
え
に
く
く
、
ま

の
性
格
は
異
な
り
、
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た
、
あ
る
目
標
を
達
成
す
る
政
策
予
段
は
復
数
十
仔
存
す
る
た
め
、
多
目
時
件
が
存
在
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
f

つ
ま
り
、
段
階
的
特
徴
の
把

握
(
適
時
比
較
)
と
各
段
階
に
お
け
る
多
似
性
の
把
握
(
川
八
時
比
較
)

は
別
次
五
の
問
い
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
穴
な
る
分
析
枠
組
で
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
段
階
に
お
け
る
多
様
性
を
考
察
す
る
こ
と

(
頒
州
出
論
の
再
考
)

は
、
第
三
論
v
止
の
課
忠
と
な
る
つ



"見

本
稿
で
は
、
構
成
戦
略
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
た
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
相
国
家
の
変
容
を
捉
え
る
た
め
の
分
析
枠
組

(
段
階
論
)
を
検
討
し
て
き
た
υ

政
治
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
愉
祉
同
家
が
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
産
業
社

ーふ
i師

会
へ
の
移
行
と
い
う
一
つ
の
変
容
圧
ん
を
受
け
て
、
「
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
」
段
階
か
ら
「
説
下
志
向
」
の
段
階
へ
と
「
再
編
」
し
て
い
る
こ

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
異
な
る
諸
基
般
市
お
よ
び
川
入
な
る
諸
政
取
に
よ
り
特
徴
付
け
ら
れ
る
が
、
制
祉
問
家
の
定
義
の
中
校

と
を
論
じ
た
c

で
あ
る
経
済
過
程
へ
の
介
入
お
よ
び
公
共
政
策
を
通
じ
た
政
治
的
統
台
と
い
う
契
機
は
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
つ
上
述
の
よ
う
に
、
福
祉

国
家
の
段
階
の
移
行
は
必
ず
し
も
収
数
を
含
蛍
せ
ず
、
作
段
階
に
お
け
る
多
様
性
の
什
在
を
排
除
し
な
い
。
従
っ
て
、
第
二
論
文
で
は
、
ま

ず
符
段
階
に
お
け
る
福
相
国
家
の
多
係
性
を
考
察
す
る
た
め
の
分
析
枠
組
で
あ
る
動
型
論
を
検
討
し
た
上
で
、
通
時
比
較
の
た
め
の
段
階
論

お
よ
び
止
九
時
比
較
の
た
め
の
頒
型
論
の
検
討
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
福
祉
国
家
の
特
徴
担
保
と
い
う
理
論
的
税
題
へ
の
解
枠

を
示
す
。

(
I
)
C
E
ピ
ア
ソ
ン
は
、
福
相
回
家
段
階
に
お
い
て
は
、
最
低
限
の
生
活
保
障
の
徒
佐
川
が
国
家
の
衣
務
と
な
り
、
什
会
保
障
は
救
貧
誌
に
某
づ
く

緊
急
遊
難
で
は
な
く
、
社
会
権
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
折
摘
す
る
行
ワ
宍

Ez--uS)
。
そ
し
亡
、
社
会
保
険
の
導
入
、
市

民
権
の
拡
大
と
公
共
の
福
相
の
脱
救
貧
化
、
社
会
支
州
の
拡
大
と
い
う
内
を
、
福
相
回
{
ふ
成
v

止
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
考
え
る
こ
と
が
で
主
る
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。

(
2
)
本
土
中
で
言
及
し
た
研
究
以
外
で
は
、
セ
ル
ボ

l
ン
(
一
才
笠
宮
コ
ニ

24)
は
、
柄
社
国
家
を
、
人
類
の
再
ぺ
世
に
関
す
る
朴
会
、
ン
ス
テ
ム

と
し
て
疋
義
付
け
、
そ
の
浬
論
化
に
は
経
済
学
と
政
治
社
会
学
の
知
見
が
必
廷
で
あ
る
こ
と
を
ギ
張
す
る
吋

(
日
)
ミ
ン
ユ
ラ
(
豆
Z
7
「《二

3
2
)
は
、
経
済
政
策
担
域
と
社
会
政
策
領
域
の
連
閑
の
強
さ
か
ら
、
相
祉
同
家
を
、
「
分
化
し
た
相
祉
岡
京
」
と
「
統

入
門
さ
れ
た
福
柑
凶
家
」
へ
と
類
型
化
す
る
ご
前
者
は
引
会
政
策
領
域
と
経
済
・
件
業
政
世
領
域
的
関
辿
が
希
薄
と
見
な
さ
れ
て
い
る
伺
祉
同
家

を
不
L
、
校
問
者
は
密
援
に
リ
ン
ク
し
た
一
倍
朴
国
家
を
指
す
。

jt;，土60(1-34):;4



政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

(
4
)
福
初
回
家
を
諸
恭
盤
点
、
主
的
政
策
か
ら
特
徴
付
け
る
試
み
は
、
木
杭
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
上
述
の
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
福
朴

凶
家
を
位
同
づ
け
る
論
者
の
他
に
も
、
例
、
ん
ば
、
ポ
シ

y
ソ
ン
モ
S
E
2
2
8
2
)
は
、
社
会
経
済
モ
デ
ル
を
、
小
川
一
ピ
ジ
不
ス
前
幹
の
形
態
、

工
労
働
勢
力
の
あ
り
ん
お
よ
び
賃
金
決
定
ン
ス
テ
ム
、
ヌ
社
会
政
誌
の
形
態
と
い
う
一
ム
白
か
ら
整
理
す
る
ご
ま
た
同
本
(
一

C
O
八
)
は
、
制

朴
政
治
を
、
社
会
保
障
と
一肘
財
保
障
か
ら
構
成
さ
れ
る
川
活
保
嘩
に
閲
す
る
政
治
と
捉
え
る
υ

伝
っ
て
、
各
国
の
特
債
は
、
怖
い
杭
レ
ジ
ー
ム
と

罪
刑
レ
ジ
ム
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
c

一
ん
、
武
川
(
一

C
C七
)
は
、
福
柑
回
家
を
、
資
本
制
(
生
産
レ
ジ
ー
ム
)
と
家
父
長

制
(
再
生
出
レ
、
ン

1
ム
)
か
ら
特
徴
付
け
る
υ

(
5
)
f
エ
ン
ソ
ン
ら
は
、
社
会
的
ン
テ
ィ
ズ
ン
、
ン
ソ
プ
の
一
つ
の
理
念
型
と
し
て
、
福
朴
凶
家
的
黄
金
時
代
を
将
後
付
け
る
「
社
会
桂
レ
ン

l
ム一

と
現
代
の
段
附
を
特
俄
付
け
る
「
社
会
的
投
資
レ
ジ
ー
ム
」
に
整
却
す
る

C
2
5
2
Z
E
E
-
乙
PEEN()()日)
c

，
問
者
の
特
徴
と
し
て
、
「
人

的
資
本
へ
の
役
資
で
は
な
く
所
得
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
)
国
家
に
よ
る
社
会
的
保
誕
の
提
供
お
よ
び
分
配
消
費
志
向
の
政
策
を
挙
げ

る
…
彼
ら
の
新

ν

い
担
会
政
策
の
特
骸
付
け
は
、
本
仰
の
後

T
部
一
分
で
触
れ
る
)
ポ
ノ
リ
(
出
言
。
戸

2
2叶
)
は
、
黄
金
川
代
の
牡
会
政
策

を
「
産
業
上
義
的
朴
人
山
政
策
」
と
し
た
L
L

で
、
そ
の
特
徴
を
、

質
金
稼
得
者
の
川
得
の
代
替
を
円
的
と
し
た
諸
政
策
と
枠
却
す
る
υ

他
方
、
彼

は
、
近
年
の
社
会
政
策
を
「
新
し
い
社
会
的
リ
ス
ク
政
策
一
と
し
た
で
、
そ
の
料
慨
を
、
ポ
ス
ト
呼
業
化
に
件
、
っ
社
会
的
+
明
礼
拝
に
出
土
す
る

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
諸
政
策
と
す
る
じ

(
ら
)
そ
の
他
の
ん
山
者
と
し
て
、
ボ
ノ

l
リ
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
適
切
な
福
祉
国
家
の
対
応
に
関
し
て
、
四
つ
の
考
え
占
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

azo--E
巳
に
(
)
(
)
(
]
忌
告

E
U
)
2
第
一
の
止
場
は
、
社
会
政
策
に
よ
る
補
償
と
人
的
資
本
へ
の
投
資
の
必
民
性

か
ら
、
相
祉
国
家
の
拡
大
が
一
堀
切
な
対
応
と
考
え
、
第
一
の
す
坊
は
、
社
会
政
策
の
粁
消
的
コ
ス
ト
が
与
え
る
負
の
側
面
を
重
視
し
、
福
祉
凶

家
の
縮
減
が
適
切
な
対
出
と
考
え
る
、
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
の
立
場
は
、
第
一
と
第
一
の
折
衷
で
あ
り
、
拡
大
と
制
減
を
組
み
合
わ
せ
た
J

山間

朴
凶
家
の
刷
新
を
説
く
。
こ
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
げ
場
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
拘
束
要
肉
と
し
て
捉
え
、
調
散
の
必
裂
け
を
認
め
る
点
で
共

通
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
凶
の
ウ
坊
は
、
経
法
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
拘
束
要
因
と
捉
え
な
い
内
で
、
他
の
す
坊
と
は
異
な
る
と
院
理
す
る
。

(
7
)
カ
ッ

y
ゴ
ン
ン
ユ
タ
イ
ン
辰
巳
N
2
5
r
E
H
正
中
日
)
に
よ
る
と
、
小
囲
内
で
の
分
岐
の
差
異
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
(
例
・

ス
イ
ス
)
と
ソ

1
ン
ヤ
ル
・
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
(
例
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)
に
整
理
さ
れ
る
。
前
長
は
ビ
ジ
ネ
ス
組
織
が
強
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
調
幣
と
私
的
補
償
が
特
織
で
あ
り
、
後
者
は
労
働
組
織
が
強
く
、
阿
内
調
品
?
と
公
的
補
備
が
特
縦
で
あ
る
f

(
υ
0
)

コ
ブ
(
口
(
E
R
r
-
u
ω
♂
)
は
、
社
会
政
策
の
競
争
打
ヘ
ワ
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
、
矛
盾
関
係
、
川
す
性
、

条
件
依
存
的
と
い
う
一
つ
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"見
ーふ
i師

の
テ

1
ゼ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
る
じ
そ
の
中
で
、
社
会
政
策
(
支
出
・
ぷ
税
、
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
福
朴
ア
ウ
ト
カ
ム
)
の
持
つ
競
争
性
(
資

本
供
給
、
労
働
供
給
、
労
働
と
資
本
の
ヰ
産
性
)
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
そ
れ
守
れ
存
有
し
て
い
る
こ

と
を
叫
体
認
す
る
ヘ
イ
声
。
〈
N
C
C
H
)

は
、
ゴ
フ
の
牲
却
を
さ
ら
に
党
展
さ
せ
て
い
る

(
9
)

フ
リ

1
デ
シ
ら
(
司
己
主
吉
山
口
二
回
C
き
d
J
E
5
2
)
は
、
弁
凶
の
ぺ
虚
要
京
一
般
に
基
づ
く
比
較
侵
依
に
注
目
す
る
場
合
(
ヘ
ク
シ
ャ

1

オ
リ
ン
モ
デ
ル
)
、
セ
ク
タ
特
殊
の

q
岸
要
素
に
基
つ
く
比
較
優
位
に
所
目
す
る
場
合
(
リ
カ
ー
ド
・
ヴ
ィ

l
ナ
モ
デ
ル
)
、
お
よ
び
規
模

の
粍
済
刊
や
全
休
要
素
生
産
刊
に

H
Hす
る
場
行
で
、
諸
ア
ク
タ
の
選
好
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
桁
摘
す
る
。

(ω)
諸
制
度
の
持
つ
一
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
、
ワ
イ
ス
(
巧
竺
g
N
c
o
u
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
政
治
ア
ク
タ
ー
の
政
策
選
択
肢
を
狭
め
る
拘

市
本
製
閃
と
し
て
作
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
政
策
や
産
業
政
策
に
お
け
る
補
償
的
な
政
策
刈
応
を
促
す
促
進
要
凶
に
も
な
る
こ
と
を
指
摘
す

る。

(
は
)
近
年
の
与
国
の
動
川
に
関
す
る
研
究
と
〕
て
、
本
正
中
で
言
及
〕
た
も
の
に
加
え
て
、
以
卜
の
文
献
も
う
一
出
(
〉
込
己

E
E
E
E♀(い
=
2
2

い山()()戸ロコ
E
V
F
「
己
日
(
)
(
)
山
ロ
C
E
c
-
-

三
戸
-

N

(

)

(

)

(

)

門戸"に
T
Z

凶()()お開プ
7
5
均
一
日
己
主
戸
口
込
戸
一
円
ロ
ロ
3
g
い
山
(

)

(

)

H

『
三
コ
ロ
仲
同
(
)
(
)
お

(
r
E
Z
のF
Z

凶()()い
P

N
c
c
h
「
口
。
。
己
ド
ロ
巾
片
山
-
H
U
D
U
E
-
η
}
白山口ハ
H
N
。円ロ
N
C
C
山
Z
z
σ

命
片
山
口
弘
山
内
m
w
U
F
巾ロ
ω
N
C
C
]
「勺』勾円切
O

ロ
N
C
C
]
{

勺。ロ門戸
ωω

。ロ
N
c
c
p
z
z
。巳戸
N
C
C
F

M
F
号
付
つ
の
「
巳
凶
(
)
(
)
小
山
一
正
一

E-vEHHa?の
め
宮
戸
吾
凶
(
)
(
)
(
)
一
武
川
一

0
0七
、
新
川
一

C
C
五
な
ど
)
じ

(
比
)
実
証
分
析
に
お
け
る
汗
価
の
分
岐
は
、
第
諭
?
え
で
行
及
し
た
「
福
祉
国
家
的
従
凶
変
数
問
也
」
を
表
し
て
い
る

(
2
2
5
2
5斗
巴
完
己

K
E
E
l
?

口-ーのの口町の〈片岡
1
2

のロ日()()ム){}

(
日
)
ヘ
メ
レ
イ
ク
ら
は
、
国
際
市
ぬ
か
ら
政
治
的
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
国
{
氷
山
の
多
様
性
が
ん
き
い
順
に
、
か
什
政
策
領
域
を
ラ
ン
ク
付
け
し
て

い
る
丘

2
5
ζ
のW
E

E

出
与
-
Z
E
N
-
-
c

勺
N
N
日
)
彼
ら
は
、
国
際
市
場
か
ら
の
政
治
的
保
識
が
貫
く
、
多
様
件
が
よ
き
い
販
に
、
社
会
政
歳
、

労
働
市
場
規
制
、
租
税
政
策
、
賃
合
政
策
お
よ
び
労
使
関
係
、
産
業
政
策
、
そ
し
て
マ
ク
口
経
済
政
策
と
し
て
い
る
、

(
比
)
近
年
ー
の
福
村
凶
家
制
究
で
、
新
し
い
社
会
的
リ
ス
ク
と
い
う
概
念
は
注
日
を
集
め
始
め
て
い
る
。
最
近
で
は

K
S
R
を
キ
l
タ
l
ム
と
し
た

前
γ
人
生
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
(
叶

pvzzrO7N(){)少
〉
コ
三
宅

E
Pロ
ユ
出

OEEN{)()念
邦
凶
文
献
で
は
宮
本
二

0
0
ハ
な
ど
を
参
照
)
。
こ

れ
ら
の
共
同
研
究
で
は
、

N
S
R
の
台
頭
自
体
が
先
進
諸
国
に
共
通
し
た
傾
向
と
い
え
る
が
、
々
什
凶
や
各
相
祉
レ
、
ン

l
ム
こ
と
に
問
題
状
況
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
賀
川
リ
ス
ク
と
家
族
関
係
の
リ
ス
ク
と
い
う
削
点
か
ら
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
公
的
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
充
実

L
、
社
会
政
策
の
ン
ヱ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
少
な
く
、
立
牲
の
朴
人
山
進
山
川
が
促
さ
れ
、
賃
金
平
等
肢
が
古
い
北
欧
ぷ
困
に
お
い
て
、

jt;，土60(1-36) :;6 



政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

最
も
対
凶
が
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
賃
令
の

γ
竿
度
が
相
対
的
に
向
く
、
男
性
稼
得
者
の
川
得
保
障
に
叩
点
を
開
き
、
公
的
・
私
的

社
会
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
お
ら
ず
、
ル
民
社
の
社
会
進
出
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
社
会
政
策
体
系
を
形
成
し
て
き
た
大

降
諸
阿
は
、
家
族
関
係
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
困
難
に
直
面
し
て
い
る
〔
山
出
主
義
レ
ジ
ー
ム
で
は
、
私
的
也
会
サ
ー
ビ
ス
の
利
刷
可
能
件
が
尚

い
も
の
の
、
社
会
政
策
一
般
が
十
分
発
展
せ
ず
、
市
場
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

賃
金
分
散
も
高
い
た
め
、
貧
困
の
民
に
陥
る
川
町
能
性
が
古
い
。

(
日
)
例
え
ば
、
キ
y
チ
ェ
ル
ト
ら
は
、

X
S
R先
刊
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
状
出
の
多
様
刊
か
ら
、

X
5
R
集
判
内
の
社
会
政
肢
に
関
す
る
選
一
貯
の

多
様
作
を
碓
沼
し
、
異
な
る
修
司
被
を
選
好
す
る
傾
J

一
向
が
あ
り
、
政
治
連
合
の
形
成
が
難
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
(
同
阿
古
与
の
-
E
E
-
-
R
E】

ω
g
g
。
他
方
、
ド
イ
ザ
マ
ン
は
、

k
仕
の
朴
会
進
出
の
促
進
が
柔
軟
な
労
働
力
的
提
供
と
い
う
プ
ラ
ス
の
側
市
も
持
つ
た
め
、

u
h
s
R
政
策

を
単
に
粁
消
的
コ
ス
ト
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
紅
会
進
山
に
よ
る
自
己
実
現
と
い
う
価
値
的
な
側
雨
も
持
つ
こ
と
を
指

摘
す
る
。
そ
の
た
め
、

N
S
R政
策
の
実
現
は
、
労
使
山
の
階
級
対
有
と
は
異
な
り
、
階
級
交
差
連
合
と
価
値
連
合
の
成
立
に
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘

L
、
ド
イ
ァ
と
ス
イ
ス
の
事
例
分
析
を
通
ば
て
、
自
身
の
ぷ
論
の
安
当
性
を
確
認
〕
て
い
る
(
出
に
5
B
E
E
N
G
O
G
)
っ

N
S
R
へ
の
対
応
の
十
九
穴
に
関
し
て
、
ボ
ノ

1
リ
は
、

N
S
R
内
け
の
朴
人
山
政
策
の
導
入
に
心
ら
れ
た
時
期
の
前
要
性
を
桁
摘
す
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
福
制
困
家
の
成
熟
以
前
の
段
階
か
ら
、
女
件
の
社
会
進
山
が
進
ん
で
い
た
北
欧
諸
凶
で
は
、
財
政
的
に
余
裕
の
あ
る
段
階
で
社
会
サ
ー

ビ
ス
の
充
支
を
は
か
つ
て
い
た
た
め
、
従
来
型
の
集
団
と

N
S
R長
岡
が
ゼ
ロ
サ
ム
的
な
対
I

斗
に
陥
る
こ
と
な
く
、
政
策
対
応
が
谷
弘
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
約
祉
同
家
の
成
軌
以
後
に
政
策
対
応
に
泊
ら
れ
た
ん
険
諸
国
は
ゼ
ロ
サ
ム
的
な
対
す
に
陥
り
や
す
い

た
め
、
政
策
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

S
E
c
-
-
N
C
C
3
2
他
右
、
フ

i
パ
ら
は
、

N
S
R対
策
は
北
極
的
に
は
賀
川
防
止
・

緩
和
策
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
凸
い
社
会
的
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
同
じ
く
、

N
S
R
へ
の
対
泌
の
差
異
は
党
派
性
に
ょ
っ
と
説
明
で
き
る
こ
と

を
指
一
泊
す
る
(
白
戸
Z
2
5。
忠
告
Z
5
N
C
C岱
)
ア

l
ミ
ン
ジ
ョ
ン
は
、

ι派
は
1
1
い
社
会
的
リ
ス
ク
と

X
5
R
の
を
れ
ぞ
れ
山
け
の
社
会
政

策
を
日
指
す
も
の
の
、
山
川
者
に
存
存
す
る
利
害
対
1
4
の
た
め
、
大
規
模
な
公
共
セ
ク
タ
ー
が
存
也
す
る
場
合
の
み
、

N
S
R
の
カ
パ
ー
が
実
現

す
る
こ
と
を
折
摘
し
て
い
る

F
E
ヨ
ヨ
苦
言

ω
。
。
色
。

(
日
目
)
政
治
粁
凶
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
日
畑
仕
同
家
の
再
編
に
悶
辿
し
て
、
泣
年
、
い
畑
仕
同
)
奈
か
ら
ワ
ー
ク
フ
ュ
ア
へ
と
転
換
し
て
い
る
の
か
と
い
う

イ
シ
ュ
ー
を
、
よ
り
月
八
体
的
な
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
研
究
を
参
照

2
5
凶
(
)
(
)
叶
三
コ
寄

E
ヨ

N
0
0
3
0

ま
た
、
近
作
の
雇
刷
税
和
的
な
牡
会
政
策
の
展
開
な
と
新
し
い
福
祉
政
治
の
展
開
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
以
ー
の
研
究
も
参
出

(--LEznvコ
】
】
戸
ロ
コ
山
口
二
司
九
戸
立
つ
『
凶
(
)
(
)
∞
)
ハ
一

北法以lu-:-mS7



(
口
)
社
会
権
に
お
け
る
義
務
的
側
前
を
強
調
す
る
泣
年
の
傾
川
に
閲
し
て
、
政
治
相
用
論
の
観
点
か
ら
批
判
的
に
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
を

参
岡
山

(
D
C
G斗

E
g
o
-
N
O
O
N
Z
Z
Z
2
3
0
)
ρ

ま
だ
、
ワ
ー
ク
フ

i
7
の
類
型
化
に
関
し
て
は
、

NU
「
を
参
照

(
τ
2
r
s
豆
、
-
d
2己C
3

K
(
)
(
)
G

叶

E
S
〔一
0
2
E己
可
R
K
N
O
(
)
(
)
合
同
本
一

0
0
ご
{
}
ワ
ー
ク
フ
工
ア
の
類
型
や
ミ
ク
ロ
経
済
政
策
の
類
引
な
と
新
た
な
段
階
に
お
け
る

多
様
性
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
第
一
論
文
で
あ
ら
た
め
て
検
J
す
る
υ

(
山
川
)
例
え
ば
、
社
会
政
策
で
は
、
コ
ス
ト
珂
の
強
嗣
ヤ
鼓
宇
力
へ
の
貢
献
な
ど
経
済
的
側
両
が
市
視
さ
れ
て
い
る
υ

絞
争

h
へ
の
貢
献
に
関
し
て

は、

E
U
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
て

H
Hを
浴
び
て
い
る
(
例
え
ば
、
-
リ
ミ
再

E
E
P
-
N
c
o
o
-
N
(
)
(
)
亡。

(
山
口
)
川
の
困
家
形
態
へ
の
移
行
を
説
く
他
の
論
者
と
し
て
、
ヒ
ル
ン
ュ
戸
一
九
九
八
)
も
い
る
。
彼
は
、
国
家
と
資
本
の
関
係
の
変
化
に
所

H
L、

フ
ス

1
デ
ィ
ス
ム
的
な
「
友
人
l
保
障
困
家
」
か
ら
「
伺
U
目
的
競
争
国
家
」
へ
の
移
行
を
説
く
。
ヒ
ル
シ
コ
の
国
家
論
の
慨
世
に
つ
い
て
は
、
以

卜
を
参
照
(
ビ
ル
シ
ユ
九
九
七
)
。

(ω)
ジ
ェ
ソ
ソ
ブ
は
、
九
四
芹
段
階
で
は
、
経
済
・
社
会
政
策
領
域
に
お
け
る
介
入
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を

E
視
〕
て
、
シ
ユ
シ
ベ
ー
タ
リ
ア
ン
ワ

l

ク
フ
ェ
ア
「
同
家
」
へ
の
移
行
ー
と
し
て
い
た
(
』
2
5
]
ニ
芸
品
)υ

し
か
し
、
口
一
汁
の
段
階
で
は
、
主
要
な
規
校
と
調
盤
メ
カ
ニ
ス
ム
に
お
け

る
変
化
を
市
視
し
、
ン
ュ
ン
ベ

l
タ
l
主
義
的
ワ

l
タ
フ
「
一
ア
「
ポ
ス
ト
凶
民
的
レ
ジ
ー
ム
一
と
す
る
己
2
2勺
N
E
C
N
て
ジ
ヱ
ソ
ッ
プ
は
、

凶
家
を
、
代
表
、
内
的
編
成
、
介
入
の
諸
形
態
か
ら
な
る
制
度
的
総
体
と
従
え
る
。
役
の
同
家
論
に
関
し
て
は
、
以
「
を
参
出
(
一
7
J
き
ち

-
沼
恒

ω

一UU
C
)

。

(
社
)
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
と
サ
l
ニ
ー
の
議
論
の
悶
係
を
検
討
〕
た
論
丈
と
し
て
は
、
ホ
ー
ル
デ
ン
(
同
oEEN()()ω)
が
あ
る
…
州
者
の
共
通
点
と
し

て
、
岡
京
が
労
働
力
を
再
商
品
化
す
る
た
め
に
積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
指
拍
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
れ
政
的
な
刊

商
品
化
」
と
い
う
概
念
に
よ
り
盤
埋
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
c

つ
ま
り
、
回
家
介
入
の
増
大
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
ο

ま
た
、
シ
ェ
ソ
ク
ブ
の
移
行
テ
ー
ゼ
を
経
験
的
分
析
に
適
応
し
た
も
の
と
し
て
、

f
ル
ブ
ィ
ン
グ
(
計
三
日
目
玉

E
Z
)
に
よ
る
デ
ン

マ
ー
ク
の
福
村
政
検
分
析
が
あ
る
。

(
的
以
)
後
ら
は
、
後
の
論
文
で
、
社
会
政
策
の
新
し
い
助
一
川
を
「
レ
ゴ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
へ
の
転
換
(
よ
り
具
体
的
に
は
、
ラ
イ
フ
コ
ス
に
対
す

る
学
留
の
強
制
問
、
未
来
志
向
判
、
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
活
動
が
桝
人
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
に
と
っ
て
ブ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
の
強
制
と
い
う

一
つ
の
特
徴
か
ら
構
成
)
と
し
て
存
即
す
る

5
5
E
E込
町
巳
旦

Z
2「E
N
2
2

(
幻
)
本
稿
以
外
で
、
相
祈
凶
家
の
「
汗
海
」
ー
と
促
え
る
代
衣
的
な
研
究
は
、

N
S
R
の
台
頭
に
注
目
す
る
ん
州
者
で
あ
る

"見
ーふ
i師

jt;，土60(1-38) :;8 
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政治粁済ンステムとしての福祉国家の再編

空
間
三
二
c
c
g
o
彼
ら
は
、
従
来
の
福
相
困
家
を
、
雇
用
の
安
定
性
と
校
家
族
を
前
提
と
し
た
「
附
業
主
義
的
な
福
相
困
家
」
ト
と
し
て
捉
え
、

現
在
の
段
階
に
お
け
る
福
引
国
家
を
、
雇
用
の
流
動
性
お
よ
び
家
族
形
惑
の
多
様
性
を
前
提
と
し
た
「
ポ
ス
ト
産
業
十
義
的
な
和
祉
国
家
」
と

す

る

彼

ら

の
i

止
場
と
本
稿
の
芹
呉
は
、
本
稿
が
悩
祉
凶
家
を
明
示
的
に
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
作
置
づ
け
、
政
策
(
の
前
提
お
よ
び
諸

特
徴
)
だ
け
で
な
く
経
消
社
会
的
基
件
お
よ
び
政
治
的
基
鮮
な
ど
に
も
、
正
け
し
、
幅
広
い
柑
点
か
ら
特
後
付
け
る
内
に
あ
る
ハ
一

(
川
崎
)
ス
ト
レ
ン
ジ
は
、
安
全
保
障
、
市
、
自
由
、
公
止
と
い
う
不
本
的
な
価
値
悦
の
組
合
せ
か
ら
構
成
さ
れ
る
椛
直
的
権

h
に
所
目
し
て
凶
家

市
場
関
係
を
分
析
し
て
き
た

3
E
r
z
o
E
E
)
が
、
九
ハ
年
内

『凶
家
の
退
場
-
と
題
さ
れ
る
苦
舎
の
中
で
、
近
す
の
傾
向
と
し
て
、
-
十
権

凶
家
聞
で
の
非
対
称
性
の
増
人
、
回
家
佐
山
仙
の
般
的
な
技
退
、
国
際
政
治
経
泌
の
中
枢
に
お
け
る
非
同
家
的
梓
威
の
台
頭
と
い
予
ユ
一
点
を
折

摘
し
て
い
る
(
印
可

E
翌
二
三
)
。
こ
こ
で
注

E
が
必
要
な
点
は
、
彼

ιが
、
回
家
の
「
消
滅
」
で
は
な
く
、
諮
問
時
境
の
変
化
の
結
果
、
従
来

来
た
し
て
い
た
役
割
の
多
く
を
国
家
が
肢
棄
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
(
す
な
わ

4
、
凶
)
氷
の
「
退
場
」
)
を
キ
張
し
て
い
る
1

円
に
あ
る
の

(
出
)
例
え
ば
、
マ
ン
(
/
向
ロ

E
H
C
Z
)
は
、
阿
家
の
一
つ
の
惟
ん
と
〕
て
、
一
専
制
的
パ
ワ

l
」
と
一
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
パ
ワ
」
を

提
不
す
る
υ

前
計
は
、
巾
民
社
会
集
凶
と
交
渉
す
る
こ
と
な
く
エ
リ
ー
ト
が
実
施
し
う
る
行
為
の
範
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